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急性期再植流された梗重量心筋における慢性鋼の

運動負荷時虚血の出現と QTc延長との関係

手懇玲・ 阿久旅情・西村英樹・伴良久・ 術情祭・

山中英之・ 武中察側・・ ‘車線明・・ 片桐敬・

心筋梗進後のD!*'領域にMりる心電図変化はー僚で

はなし盛山の検出が陶嫌である ーガ.鹿胤性心縦

忠はおける胤刷の検出は，STーT変化に加えて19"午
代より心拍敏で補正した QT間隔{以下.QTcJの猛長

により評価され川 温"のilIt替に tりそのQT，の短劇自

宅首都め刷 また心筋梗塞患者におりる慢性期のQTe0) 

M闘を原信延長締が報告され汽その有，m悦が示されてい
る。 "々 は，急性問再構滅された心筋梗議後g司障にお
いて後佳則民運動負栴柿'TIむ筋SPF.:CT~施行し，

縦務部位の冠動脈の'"健常の検出を，辺助負荷崎の

I.ITeを含U心電図袋化から その稼価を訟みた。

s 対.と方議
急性銅隅溢B復された心筋便翁雌警のうち，発盆後約
6カ月の慢位剣に''''1'1適動負初心筋血沈シシザグラ

ふと冠動脈進修を施行した 41例{ω 2:1:1l.4歳}を対

象とレた "動負荷m乳負荷Y>ヂグラムによる臨'"
範囲の出現とと もに温a抱負鈎仰の... 曜のST変化お
ドぴQ1測定からlilhJの青写怖を試みた QT間隔はQ
波の始まりからT放が基織に復する .でとし，s.-.zctt 
の式で補正した儲を QT，とし，y，らに窺穿いてv.
での計調値.健日用した"更に"読沼ω電園小段の
QT，を minQTc，鍛大O)QTeをmllltQTc，その差

~ QTc dispcrsionとし比較した む筋 51刊~Cl で俗

画像よ左盗心筋を"領峨に分Ij，使趨閥述衡織の一

過伎の威血範凶の変化(redistribution: RD般大
countの60%以下の領域数の変化)から艇塞敏感での

噂血の出現を評価した運動負符心筋SPECT上の

RD t慢性問の冠動保盗彫上の冠動脈の再狭窄(>75

昭和大学院字I:¥!;ilJ内側

“ 開 放射鯵制

(千'"飴“事fa誌都4路 区鏑の台，-，ω 

%)のH，艇から 4静に分期した
AI¥!( 7例):IU)(+) .ltf狭窄(+I 
8静05例):RD(+)・樗敏明(ー}
C群(5例):RD(-). jIj:挟噌(+) 
Dnu~ 例) : RD(ー}・再製榊(ー}

s 結集
6定例呈示lA'干} 彼例は，下恩心筋概織の~~ 歳男性
であり 急性湖沼断線治膨1:.segment 1 (1) 99 %狭増

dt'%y*を認め， 1可"CA1;よぴ'"叫州入された息宥

である。僧位協宿動脈泡歯慢で岡部位に手号線唱を認め〈図

1 )， ii量動負荷心筋SPECTではi 負荷時下後壁で虚山

健闘同憎加を"め RI.l(+)であった{肉21
①負柑時ST変化の肝細

A解でIi.麹掲負白神Q政のある'"電図誘樽で有設

にST.tJ手を示した(x'p<O.05)

悶 E 慢位瑚冠動脈趨''''見
使翼民賞候程鋤脈..位使g担 "11，凶%del~y tt 

re"stenosis 
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心筋梗塞患者にお貯るBNPと
運動樹容能への糖尿病合併の影響

関 教・ 大宮一人・井よ燦=・明石硲治・ 鮫島久紀・ 繍山泰/11'

鈴木規之・ 中山大・ 周辺ー彦・ 三宅良彦・村山正樽・

ヲ字滞粗大・・ 山殴明生・・ 石黒友雌・・ 長田尚彦・・・ 伊政容樹・・・

! '"骨および目的
繍尿病(OM)は活動脈硬化の危険因子として知ら

れてUり。急性心筋縦i!i(AMI)1::の合併も送停多〈見
られる袋々怯白こ丸までに DM合併心筋梗お(M!)が

非合併例に比し，左窓麟tI帥副(LVEF)が同等であっ

てb連動耐容飽が低下すること内事たその低下の種

皮が必ずしも DMのaントロ ル状態に君主省されな
いこと"を報告して島たしかし， D削合併吻 MI例に
おける運動耐穆飽低下働序には不明な点も多〈宛られ

る 本研究では。近隼心眼隠との強い関連が惚告され

ている血媛脇佳ナトりワム制限ペプチド(sN刊を指

栂とし。 DM合併Ml<こmtる運動属鹿能低下複序布告
解明することを目的とした

s対象および方議
対S加企，1995年，.か1?1998年7月.でに当艇に
入院した.周AMI遠鏡羽例であり。食事銀法また陪

蛸物練法中のOM31例10M静平均59.4auおよび
DM非合併例ω例(nQn-OM勝 55.5歳}の'"に分
銅した血者背景では，隼臥 CK-MI3飯崎弘I.VEF白

内銀総意動燃病変桜数，MI都位に爾僻で殺はなかっ
た対集者全員に対仏 MI発鑑約1カ月後にトνタド
ミルを附いたむ腕溜働負荷鉱厳(ramp法〉を行い。時

気ガス分析により最高a捜索智聴取t{pcakVOllを測定
した.また...勤時の跡調服製入反(PCW円高値.反
映して低似となるとされる.呼吸佳代償問鈎点<RCP)
にお砂る l自徳銀量(TV)を何時に測定した渇動負
筒似の安飾時に宋椀静脈より採血し。血綾BNP漫度

ヨRマリアンナ飯綱大牢循環思内向
同 "、ピりテ-Y.ン旬

('1' 216-8511嶋崎剛制 2-ld-J)
他心・血管奇究所

'"'・6...032 lIIJ:1q 区六本木，-，附}

を測定した

s結県
Pe:ak vcn l.t DM" 22.0 ml/min旬。問n-DMIf
25.7， Rcr に~ける TV 隠それぞれ 1.682mf. J .874 
といずれも non-DMl1liに比して DM併で有黛に低備

であった{それぞれp<O.Ol) 安鯵時血自慢 BNP舗は。

DM" 105.8 pgJmfに対して n加 -OMC't'5l.Jと
叩静で有窓に高値でh-:d.:(凶 1，p<O.Ol)両.. に

おげる BNPとpeakvcnの関連は.DM併では，.
0.59. p<O.QOlの街窓盆負の紺関を認のたが。"""

DM 僻では有意&相関はなか?1.:(闘21。事た.sNP 

とTV聞には.DM静でr=-O.73.p<0.051ヒ同機に

引窓伝負の縄開を"めたが.non-DM I¥I!で"相聞を認

めなかゥた{図3).

s考鎗
R旬開steiner1';.'唱. ，逮々の~tH:同峰に H型 DM
."雪にトレッドミルを川いた呼気メゲス分析を行い，鎗
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112..BNI'と呼吸殴代倒園鎗"に6"るt個鍋気量の関係

省貨物に比して..'，ψ'"および優に歩行爾聞の低下を
毘め，との'"闘が陵禽愉滋艇の低下によることを緯鍛

した .らにDIsooit。ら・'Iot，パルスドプラm エヨー

による検封で.II!i!DMC者において友重収縮院が"
需であってb但鳳早期から'"民健の低下f:!I;.じ.これ
が自主11'lIntt.Wによるものの可健慢を繍告した こn
らの機管より， DM Ji1:曹の特徴として在費"褒箆の低

下に伴う週".. 宥僻の低下が存在することが明らかに

なっている

血娘BNPI.t.近年:i(.~実WJM時の'"出艇や予後kの
関連が多<iUtl守されている特に，MI1t:ゃ鉱張型心筋

症などの収値不全において高償金kることが知られて

いるが， 近tf.1i~.収縮隠密のみならず敏銀関沓に"い

てゐ高値H るととが'催告されている。c.."，ら叫ム

収縮不全...，鉱ヨ..金~.. の渇合にlH'てbBNP 
M高値をとること.細管しており，今自のI.VE!-'.ol凋

等・""にお防る幽MBNP舗の穆1;1:DM 1:手でU友

重敏鐸能を合併したためと勾えられた慮た，BNP~ 

peak VQl 0)1灘保から.DM 鮮にa置いては鉱殻飽低下

が週働耐務純低下の組定図-7，のーつであるζとが権問隠
された

今聞の検討において.L Vf:FがI¥OO-DMI事と闘等



のDM群で"NPが有窓に高値と金り，重債の測定で

はないにしろ辺動時の PCWPすなわち左重量定副長末期

座(LVEDP)を反映切る TVt sNPに食の相関を認
めたことから.DMI字の運動樹容降低下復王子のー要凶

に左"鉱夜能低下の関与が考えられた しかし。今回

は左笠鉱鍵能の制緩を測定していないため。今後の検

骨扱..と"えられた。

8結箇

DM合併MI患者にお抄る巡動耐を芸能低下線"'とし

て。京箪鉱袈能低下による LVEDP上昇の関与が示唆

きれた

s文献
1) lzawa K. Tana~ K 抽 iguroT， ，，( al : Car 

diopulmonary 山田 abnor刷出醐 d"町

exerdse;n patients with non-insulin-depc!刈001

diabetes mel1ilw司comp1icatedacute myrn;ardial 
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心肺運動負荷獣験と Teiindexからみた

心筋板塞症患者への運動療法効果

鈴ふ隆司・ 上嶋健治・ 調節須雅世小林界・

銀凶調也・ 山崎徳也・ 斎雌雅彦・ 平盛勝彦・

心般向更禽"l!l者への運動銀法が，左笠収縮能に及ぼ

す修容についてほ鎗つかの線告がある.しかし，安調砂

防の場噛瀧は不変川崎九低ti.む機能例のみで改§ベ低
左心鍋健例のみで型車化九巡働時の友3佐駆州分聞のみ

ililW"など.-li!の見解はない.

本研究の目的Sま.<'"館館と鉱目隠能.統合した新し

い心観健の柑様である Tciind認会用いて，急性心筋

便器tald者への巡動峨法...心峻能と運動耐容能に与
える""を続討するととである，

s 調..および方議
対象1;1:， 1弥8年5月から 19時十9年5月aでに急性ω

筋相".症でき当院に入院し，急性期および慢償期に運動

療法を総行した患者で.速動療訟閥鮪前から鎗盆6.
月後まで，心肺運動負荷祇験と心エコ 凶倹査を経時

的に行い得た適綻53例{男36凪女17肌平勾年自信

65土10歳)である

入院中の急性期選'"''法は監視型で行い慢性綱の

還....訣1..当院の外来で"後型で行うか，自宅で非
監箆型で値段した.心鮪運動負荷猷験および心エコー

闘検迭は，運動僚u燐鮒日前および発鑑 I• 3， 6ヵ月後
に総行した 心肺溜動負荷試験は院総の如〈純作し

た叫心五ヨー図法による左箆駆出分耐の計測は，心尖

/Il凶駿断婦像による Simpωn法で行い T馴らの方

法，.:で.Tei inde.泌を求めた

g 結果

患者背2誌は， 使当初lIi位は"'''割度当が ~S%，陳!日性心

筋l!!'5o.>既らが6%であり。急性期κ再調流銀法を受
砂た症例が60%を占めた.急燈訓の左室.".分闘は>，

.趨手間人相醐醐醐セげ哨利

伸醐岨盛岡市内丸山

開52%で， 94 %が悩llip分類の I!; 11に属した

Peak Vo.{ml/min/kglは..動療法附鮪llIi14.3念
3.3，，1，6:bf.l後1;1:18.5:t5.2に改替した(，，<0.01)
"勝明左愈駆出分画1;1:， 6カ月聞の各時刻闘で有窓な変

化はなかった しかしTciindexは温動縦桧開始前

0.50土0.18から 6.月後には 0.41企0.19と改笹した

(p<O.05) 

題動舗法開始前の 1副知ldexにより，対象を0.'来
機の定常と考えちれるat0.4以上0.6来測の程度に
高値を示す欝.0.6以上の高値を示す8障の3鮮に分矧

C. 6カ門間同Teiinde認の"善Bl(aTeii岨..)を，

31博聞で比減した 'E1智採に比べi 尚値机経，.術鑑

"で1;1.Tei indexは有意に司氏替した(凶1).r.t.lS. 6 
カ月間同左室医幽分画の改善事!fI:(aLVEめを 31静岡で

比叡したが，有望霊登を認めず，aL VEF !; IJ.TeI index 
の聞にも有意な桁闘はなかった

また.3欝測での apeakVO.の比敏では省窓差を

認めず{図21.Tei indexからみた心楓服脅患の陣脅磁度

低閥らずpeakVO.は改噂した.

5 略取
心幅員能の評価桜に1.多〈の指標があり，各々特徴が
ある左盆11<自分蘭陪鎗も広〈用いられる収納能の指

療であるが自慢界もある.今".血行動節約援策を加味

した 0"，，1ぽ tim肥 inlerval による静価法である T~i

index Hsいることにより，左室駆出分闘の変化に反

映され4旨かった速動療法効果を倹出し得た 運動疲訟

が友軍鉱裂能令改著させるkいう報命を依拠ヲるζと

と1恥"'.Tei indexが4刈幻自他とa広務飽.，定合した心
機憾の術顕であることから，鉱援飽の改替がTei
indexの司自祷に得与した可繍性がある。

また本研究では，選動"法開始前のT.加d..によ

り評価した心根能の関'aの程度に関らず運動耐容能は
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量動纏法開始前のTellndex

国 ITei Indu (J)変化"瞬間の比較}

日政司降した したがって低心複能趨省でも逝動銀法の行

効性が示唆された

， .. ・
急性心筋使者住拡に対する遜動銀法院Tciindcxから

みたむ機絡を改鴫させたまた Teii吋<'からみて心

概惜の期化した血容でも運動耐容能は改差し，心筋梗

進後の低心根能組者に対しても運動療法効果が期待で

さる

， '"院
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運動負荷時のカテコラミン増加に

対する心拍反応性の障害

及川恵子・ 縮問長知・*r..r補予・ "須紀子・ 土図償也'馬測泊輔・

佐野純子・ 2専問Jj樹・ 米像 M'・停阻浩・州野間夫・

遡動負荷尽の心伯反応性の陣容を引き飽こす機"の

ーっとして，カテコラミンに対する澗悶閣の反応性陣

替が挙げられ心不全例における norcpinc耐川叫す

する心納皮隔の陣容についての報告佐どがある附 ζ

れらの研究はchronotroplcin∞m胆 tenceの機序のー
つに焚慰神銀楕性化に対する心血管位の感受位低下が

関与することを示唆しているが カチコラミンに対す

る感受性侃下が如何なる機序によるかは明らかにして

いない.そとで本僻究では選動負荷時のnorepme.

)!hri凶e噌加に対する心納反応笹の阿古の機予を調べ

るため ，c.-Mi巡動負荷試験の.. 擦，狩に交修神線系の

話併化に温〈彰締を与える化学受容体反射俊舵の指標

である VElVCO， slopcに注目し検討した

s 対象と方諸島
対象".症候担界性血位エルゴメータ心抽選動負荷

試畿を施行し得た心密集息患者21飢例 15例。女6例，

年"'57:1:9成対象の内訳は，冠動脈拒成術後の狭心
慌6例，際In倹心筋梗郁1¥例，および心筋fii!:4例。な

お対象には白，.神経作働業服擦例選動負荷によりむ

筋虚刷や盤脇役不整鎌倉τ誘帰される例は含まれていな
弘通

心的運動負倒閣験除陛位エルゴメ タを用い.，智飾

4分間 20W定常負荷4分.毎分JOWのランプ負拘

を行令た運動負荷中止理由は， Borg相core17以上の

下肢居室労もし〈は息切れとした 呼気ガス分析はミナ

ト詮興 AE~ω を用い. brcath.by.bげcalh訟にて分時

換気属(VF.)， ftU健抱略取地(VO，)，ニ般化炭策隣諸堂島
(VCO.)，最大負荷量(workload)，緑樹酸調持続取"

弘法akVO，)，呼吸佐代償点(){Cl': r附)llralorycom 

-日開批判2剛

(〒m蜘東京待問肝胤 11-5) 

'"回tionpoindまでのVEとVCO.との一時制関式
の勾配{VE/VCO.slo凶)を測定 N orcj)incphrinc漉

皮の測定ほ巡働負荷聞楠前の"'静時と最大巡動負荷

時に施行した

安育審問から銀大運動負何時までのω拍反応性
(<lIIHU t 110陀 P 叩 rine(NE)の噌加(101:1<lINElに
より対象を 2併に分制した <lIHR/ln.c:<lINE(以下

HRINE)が初来泌を HR/NE低値群.20以ょを HRI

NE術館群とした

s結"
"航旬"e尿病および高血圧症砲虫剤払益礎心侠
.w.， l出控附Ii分画は JUl/NF.jg;総群と商 !嚇で仇意髭
陪必かった

迎動負術開始前ι4也敏1.1， HR/NE低値群が禽値鮮
に比し有量まに硲飽遅効負荷時経大心納歓は HRlNE
~雌群が逆に低能の傾向を示した 安情時と巡動負荷

時の血医および巡動負荷中止剥山は尚限界聞に授はなか

った{表J)

I'cak VO.およびworklo似Hま.HR/NF:低雌際が路

側鮮にII二し荷窓に低値 迎動負荷律事のむ拍反応は。
HR/NE低値砕U商飽き字 ζ比し.運動負荷開始前より

鎗気性代謝悶陣(AT 制"0附bicthrωold)までと。

AT以降般大運動負何時までの両者と&に。心伯反応

の櫛加が司良{図 II。

化学受容体反射線受性を反映するとされる VEI

VCO，slopcは.HR/NE低似群が商itlfI~に比し有意に

商鱗であり(闘2)，Norepinephrine濃度肱，安静時に

はHFνNE低値E撃が筒悩併に比し高値の傾向.，置火翠

JlJø. 7~岩崎には lm/NE~値僻が有曾に高値であョた

0_523土835p.c:/ml vs. 98心主2引67Jl!t/m/， p<O.OS) 
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低似"
(lJR!NE両孟個2酔0， n-U) p value (IIR!NE<20， n=10) 

安静崎心柏(bpm) "'士" 個士n 1'<0.05 
世静時血圧(mmHI/) 144:t37 1<1土16 用

最大心拍(b¥lII1) t却宜1< 136:1:11 間

量大出ff(m皿"，1 日3土36 加4土" 時

負制削j輔自

息切れ 3/10 4/11 
下肢疲労 8/10 ~n 

n 

開 akVO，(冊I/kg/min) 17.5:1: l.6 却』士宮2 1'<0.01 
Work!曲 d(Watt) "土10 no土" 世〈仏国

aHR!loaaNEによη分，罰された2t¥lMI:制ずる遭蜘負荷鼠.... ・の比殿.1 

ATより
白荷終了時までのo.HR

遡動員日苛前より
ATまでの企HR

(bpm) 
60 

11<0.05 

11(0.05 

「一一ー.. 
" 

u
z
d
 

凶
国
A
q

• 。
商他都

建動負荷初期と後綱に制ずる.. 禽反応t-HR/NE低剣勝主賓健2曜の胃腸聞で比絞

低鮒群HR/NE HR/NE低他棋褐値務

箇 E

， .隆被
本研究では， chrnnntropic illcom~旬間の"悶の
ーっとされる，ヵテヨラ ミンに対する心拍反応の障害

が如何仕る織防によりもたらされるかを。化学受容体

反射峰受性を反映する州側 VF.!VCo.slopeに詮Eし
検討した

ヵテコラ ミンにtJする反応伎の障を留に闘する とれ

までの研究には.Colucciらによる心不全患者におけ

る応援問問問凶n問に対する心伯崎町制反応仙HRI
d.NEJ低下を示した報告などがある日が，その機序は

明らかでなかった怠研究において機序解明の乎段と

レて化学受容体認射感受性に注目したのは化伊受容

体辱受検の先進が実母樽経活性化と強〈関連ヲると

の鰻告がある"ためである

本研究の節祭，趨働負荷時の.テコラミン噌加に対

する心拍Io符が惇ヨ存されている HR/NF.低倒例では，

。

.(0.05 

ω 

掲

舗

a
s
m
バ
出
〉
¥
副
〉

高値群

VElVCO， 110仰をIln/NE低値騰と高値目障の
間薦問で比般

低価群HR/NE 

園2



VElVα>， slopeの高値すなわら化学受瞥体反射婦受
住の冗過が見られ。安0・時胤中間町lme州rine.1Il. 
安静僻心m燃が憎加していた このζと".化学受容
体反射怨受性の苅以盤を介した慢性的な雪之峨綿慢の前性

化応より，受容体の dow向陀酔latlo~ がき色じ...動負

荷時の"陀pillephrine.1::舛に対する心術柵"反応の

低下がbたらされたことを示すと考えられる

また本研究で政心狛反応..闘交感縛鑑目隠裂の誠実

が主体となる ATIlUと.強い当記絹神縫の活性化が生じ

るAT後に分W倹討した・3 カテコラミ ンm加応対す
るも4白応手撃が隙害されている症例".沼紛負仰後期の
心納反応だ"が隊望与されると予怨されるが。ATまで

の負荷前半においても.<A白反め慌の低下会見ら2もた.

このことは変緩仰雌"滋が慢性的に光湿している鑑

例，あるいは交感神経線飽にぬ需のある出例に".削

交揖神経孫"陳者が悦に自民じていることをがしている

のか&知れ信い

本線"でt率化伊受容体恨飽の街慣と して vElvαO.
.JOpeを用いていた これは Chauらによる VFj

vco， slopcがhypcrcllpnetlc必よぴhypo:dcchemo 
~聞livity と荷窓な正樹咽を有するとの報告"などに

翁づいている.しかし。 VE/Vco.は化伊受容体反射感

受位以外の関子にも膨惨を愛りると場えられるた伶

今後本研究ば.化学受容体感受性をより直線的に測定

し再評備すぺきと考えられる

む腿 vωJJ SU向凡2 問調。1) 19 

S鎗話
運動~/JJrl'の交..樽鑑活性化に対する心納応答の成

因のーっとして，化学受容体反射観絡先迦を介した慢

性的t..:'~感神紛の紙特化が市げられる

S文献
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図 s 再遭遣された慢.患省に釘ける儀後刻遭動負荷・'QT((Vllud)の度化

②QT，の'"淑
'̂手"例}がヨ'"広，Y424.9主59.Z-O，得後480.3全
4S.5(p<0∞陥}主宰jg"訟延袋告示し.他".では有怠

"はなかヲた〈園31
③min QTc. m3X QTc およびQTcdi酬向 nの
比鮫

minQTcでIl.AI干のみが安紗時 ~16.0企25.5 -'負

荷時442.3全28.1印<0.02)t:有定に延長し，他3r.浮に

有苦言""なかうた π13X QTcに聞Lては'"と b:fj" 

意差は認め仕かった QTctlispc崎 0111:.41下聞に有

意がは生かったが。A鮮のみがQTcdの短前傾仰を認

めた
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拡強型心筋症に対する

ミルリノン負荷心エコーの有用性

河野絹子. ui近~f!l ' 祭凶闘可・河野浩". 戸山源ニ・ 矢野砲介・

s宵"
鉱袈型心筋獲{匹;M)は胤凶不明の心筋筏胞だが，そ

の術闘には多聞予が関与して必り1 側々の雄例.みる

と，重'"費や予後に大きな釜がみられる.心筋00川rac-
tile 陀~m を静価すること 4と より予後を的確に判定

ずることは，給自信訟を"択ヲる kで重要である

s 目的
F加"，hod間 terase-([I(PDE叫}犯を毎週震であるミル
リノンを用いて食品I心エコーを純行して 配 Mのv
膨contractile間関門eを評価し.以:Mの割前低血ゃ予
後利定にg隠すること

8 対象Sすよぴ方議
対象は心臓.テ テル等の検査にて診断の直定した

DCM催例14傍{男性9例，女性5例，匁自制35-73

織1.心電闘をニタ苧-"よぴ2分俸の耐A測定下位，ミ
ルリノン50μ民/k，を 10ないし20分か付て点滴静注

しながら鑑腕.."エヨ を施行しピデ才に記録..." 

動。例納骨逆滅。li:iiR入波形等の変化を腹'興した
血1J'低下の危験がある症例ではZOHか砂て瀞除した

後に2名の繍宥それぞれが短縮織での..グメント

{前建.'1'附，下...側烈}の.."動..故笹2点，や
や"""点.不変0点と半定量評価し.各セグメント

の2検者問の平均点の合併を波書，.スヨアとした。

改:el.frスコアs点以上を改静彦氏 5点朱'"を非改務
鮮とし，閥幹の趨師的特伎L駆幽率，心イペy ト鍵生
をlt鮫した 心イペントとは，心倒性死亡。心不全。

不整脈など入院を必要"るむ原性のエピγードとし

た

鎌崎大型炉隠...阿3内側
内田制刷，!i騨 )-7-1)

度安駆出，.は.む鱒カテーテル検廷でのさr.~遺.. 

(f.AO. RAO除}にて"幽した

s鎗.. 
器製3に全M依"のまとめを示す症例8で若宮明な血

"低下.心"性翼諸外取締の"".があり処砲を要したが，

それ以外はいずれも舵除な副怖刷のみであった 故笹

皮λヨアは0.5-8点に分布し.，点以上の改曽野'"
例，5点末機の弗改骨鮮は7例と佐ョた 袋2に調官干

のまとめを示す.商静聞に写均竿働とり』女比に髭はな

かった 駆幽司院で"改也静で31:1.0%。非改祷静で

30.1%1::.改善E干の"うが弱い傾勾にあったが本l:e:s.
Uなかった 診断から 1年以内の心イベント発生は白

&5.平で隊7例中1例むなかったのに対し。非改... 揮
では7例中 3例認めた 向。 1年来満の観照新附同'"

例は.i!t骨牌'"例中4例，務改替鮮が7例.t3例と

衆tよなかった

s考"
DC川でのωI1 lrdctî l~ T'図柄erveを静儒?る方法kし

'C， RI血官途創惨を問いた運動負荷による駆出.. の変化

や FIJG-PJ:.i を附いた刀法 ドプタミシ負荷エロ

11>)仕ど.'"みられている

ドプタミンによる心収縮力増強倫子刷ほβ受容体会

介したらので， β受平等体のdOWrl陀guJationの釦度に

副島容を受砂る I'DE-m限詩集凶β受容体を介きない
む収縮カ槽議作月"有し。 ドプタミンと拠なり 鉱自民

健も改務すると前われているそこで， PDE一日IAJ笥療
であるミルリノンを川いて負荷エコーを行った

ミルリノンでの盟運動の改梼度に差凶Eみられたこと

より.DCMに必ける eontractile開閉V哩の低下に.

β笠谷体以トのωgll1l1In:1I胤luctionの，.，慣が関与し

ている可能性が考えられる旬 あるいは， I'IJE-11I自体
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表 E金...例の.とめ

心イペJ ト 入院を必要とする心.~性のえピソード

師宅F号車F
改醤度

男事 |綿燃 心イけペれント周作創
前~ 中岡下彊開壁

7.1 ~. 

" z 2 E 2 s .し 9 
2 63" 39 2 2 E 2 s v>'C 1 9 
3 39M 37 2 2 言 2 8 動停，HR I 17 
4 11M " 2 2 a 2 7 蜘w紅潮 9 
5 騎 M " 2 2 2 7 信し 9 
6 ~F " 
。 2 2 ， 与し " 7 ~F ω 0.; ..， z 2 5 なし '" '"心星組動}一+晶 目‘......可. 晶圃園田‘晶..咽...... 園田‘....... ...... 

8 ~5M 37 0.5 ... 2 4 BP!， Vpc " 9 '" 38 ..， " u u 4 会し 7 

10 ~OM 制 l 4 なし

" "心宣銅拍}" 70 F 4同 0.5 ..， 1.5 2.5 仕し 7 

" “M 26 
。。 2 なし ' "心不全}

17 43M " '.5 0.5 
。0.5 1.5 信し 17 '"心不合苑}

" S9M n 
。@ '.5 。..， .し 7 

褒 2 ;':*1.1:スコアによる比躯

【U5院a以.. よn} 非15改朱醤欄r，

平均年制(肱} 君事 1 56.2 N.S. 
男I~ '1' ，n N.S. 
平均臨附車，%1 38.0 30.7 N.$. 
l 年以内回心イベント舟生 ./1 3/1 

の..現がil極心不全で低Fしているという総."あ
る

いずれにしろ，ミルリノシに対する反応位の進いの

俊民鮮は不明It.:'1.Jえその受賞は予後の通いと関越すると宅

えられた

PDE 問臥審議は岡崎に血管低温長作州も有するが，今

闘の検討白書， 三尖弁逆泌総辺から推定される偏珊脈

庄の低下には省怠な惣憎みられなかヲた また.左目白

舷様朔滅入波形からみた左盆鉱彊能にも明らかな傾向

Uなかった

S続篇
ミルリノン負~i心エコー法は舷張mυ筋"に釘妙る

ωntractile r白;erveの評価， 予後の推定もこ有問な方法

と考えられた
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心臓交感神経 uptake-l機能低下と心不全重症度

imlpramir・e負荷 凶IHIIIBGYンチグラフィーによる機討

小板俊光・ 阿f事俊彦・ 椅水鱒・ 長谷川仁志・ '"乎聡・ 三浦"'.

ω不全では心腹否定感神線活動が充溢している ζ と
が，これまでの災般的必よぴ晦床的検齢苓から明らか

にされてきている R，叫QVIstら位。ω:宅金患者で"す

ぞに鰻度から中旬組貨の殿罰聞において.全身の交織神経

揺動元過に先立ち心際交砲事神S著からのCardiaeNore 

P'~凶rine (NF:)剛1l0Vefが"温していることを綴

告している.. この NESp il1ol'~を線窓する附子の主

たる bのは，心械受感神筋線求におりる開。唱ytotic

NE release， 1:1よぴuvtake-lによる ..υIptakeと考

えられている.む不全時にこれらの因子がどのように

変化するかについて陪績々の絡告がなされているが.

実際の心不全例を対象にした検討は多くαぃ
M"ωodobenzylguanidinc(MIsG)は NEとほぼ何

鍵:0)動態.旦するととより".NE sl.IIlloverをMIHG

washo叫として評価でき，さらに uD!akc-1A!.轡離で

ある Imlpr~町閃を朋いるこ色によって， ζれらの因

子会分砲して倹奇切ることが可能である 心不全での

心臓実感神髄NE動窓拠常の機序を明らかにするた

め.稜々はこれまでに心不全例と健常例における，m，

pramine倫術..・[-MIsG心筋シ〆チグラフイ の検

討を行い。心亦余にお"る NEs凶tover7':趨の2附"

ulltake-l慣隠の低下であり， e)(oey刷 icNE rιJCalIe 

のjt温も関与'ること全線告してきた 今巨凶司織の方

法を用いて.心不全の滋出l史tuplake-lおよび

exocytotic NE rele~当日島晴との関連にヲき検討した

s 対象と方治
対象ほ非虚血伎の心不全10隣で，内訳It，VSD 1 

例，側側非附剣不全復(IVSI:)2 OI:札"鍍型心筋催4例。
向血.u:t生む疾患I例ハsυ1例。 アドリアマイシン心

.凶大学QE")'.I・.，内村

内川制醐岬'iII. H 1) 

筋症1例で.NYHAIIが8伊L聞が2例k笹度盆いし

中等度の組側を対象とした.

Control Trial tして。安飾時に..刊誌"'"をIB
MIl，鯵注し 10分後に spr.C'1像(EarJyl，さ切に4

時間後安働時のSP笹CT像(DelayH: llI:徹した。 Imi

prami附 Trial において仇 Earl~ 像繊除&， im; 

pranu限""'"を経ロ役与し以後同線にDeJay像を
緩徐した 余例に対しCo川rωTrialJ竃行1-2週間

後に Imipramj1lCTriaJを路行し比鮫倹討した咽

ll， SPECT m制限から日凶1I"sEye 1m ... 呪Eを構成し
9O~ずつ 4 分割しωt居室全体および"領以別に u明柏
町utrate {t-l事11¥した

s舗果
E附 lflra川間般与により MIRGwast阿川 rateは"

遣するが.s領域別に有""を詑め仕かったため左
盆全体のWMhoutralCに注目し検討した

1) NE s刷llo¥'erに対しで rc-uptaけk，は有意の巡相

聞を示す(r=ー0.72，p<0.05)帆似ocytutic NE 
reteaseとの聞にlま有怠な関係はみられ宅旨かった(図

" 21心エコ ょの枝雀鉱録刻化期僅(/.，VDd)に討して
re-uptnke IJ有重量の巡相関を示す (r=-0.64. p< 

0.U5)./)I， exoc)'ω山 NErclellω と"明らか合関係e

尻さなか 3た〈罰3J. r.t lS左車販11¥単に対しては同有

とも物内かな側係告示さなかった.

， " .. 
心不全にJ:lt~る交感神能漏動克泡は.低ドした心?白

幽援をm加させ，傭環動翻を正常に保つための代償機
転として位慢ヅ付られる しかし一-，習でU 宋術鑑飢

の省大による心負荷の繍強や不盤肢の誘発など，不全

町筋に対し負となる町色併せむつ 心S様変鳴神"活動
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冗進，すなわち神盛岡隙に"げる NF..)51:のよ界を制
定する図7叫η議たるものは.心鍵実感神... 客来におけ
るeKocyloticNE relea~，省よぴ uptake-l による

re-uptakeと乙与えられているまたそれら告修飾する

ものとして NE合成，代謝。 storagevesielcへの取り

込I}t.f.らびに，.幽などが被げられる これらの側々の
図予が心不全"にどのように閉じするのかを知るこ

とは心線交福神経活動;iWAの懐序傘"到するうえで震

要伝ことで~仇鮫辺では('H)叫を州市倹W'ゃ，

PF.Tによる倹.. “伝どでその詳細が明らかになりつ

つある

l叫 MIBG心筋シンヂグラプィ は.む嶋焚..神峨
磁飽の亦侵礎的創価訟として日常臨床でも厄く符われ

ている心不全症例に対する"'l-MIsG心筋シンチグ

ラフィーの報告は多数認吟られるが今開銀々1;1;up 

tlIke-lを阻省することが知られている imipramine

を心不全起例に負荷し"・1一MIBGシンチグラフィー
を純符ずることにより，心守会的にお切る陀 uptake

および制。oeyto山 NErel側提動"とむ不全蜜盆度と

の削速につき検討した

神鍵間隙からのNEO)漏れJllし[spillover)を

Ml出の闘訓酬として評価すると早釧陶から後期

像への問的削trllte J:t. NEのω臓安感神銀銭裂に"
Wるe認。eyloticrelω詮色町一u酬akeの?慢を表してい

る.ー方irnipramine役与ドの明白川 raleは"

uJ)lakeの成分を除いた偲分，す伝わち"民 lut，，:

陀lell~ の盤を示していると仮定される また."1・6

W祖附開設与による ¥¥'3sho叫 ralCの変化の""は

re-uptakeの昼を反映しているk考えられる すなわ

ち ζの変化が大きいほどre-uptllke0)盤が大であ

り.uf/lake-I!I:I:維が保たれていると推定される

今回の験会すで。 NEspillo時 r区対しre-uptllkeは栴

恕の逆紛闘を示すが eKocyto山cNE relca~ !:の聞に

は明らかな関係をみ仕かヮたことより。む不全にsm
るNE spilloverのiC巡は主に交峰神級鈴来での "p.
take-l仰舗による re-uptake~訟の低下に組定される

と考えられたまたこのuptake-l抑制の程度は左"

a庫銀末期径で評価さ九る心不全の盆:~l!lに依作するこ

とが示唆された

s 文献
}) Rund<lviSI ll. I::larn M， et al : 1恥間関dcaTdiae 

¥dre憎限 edrive pr<<eca包"閃ralizedsympa 

'"併に act1Vation川 hUll1allh同'3rtfailurc.. Circu 

"'向&111997 ; 55 : 1ω175 
Z) He凶eTSO!lE:ll， K3hn JK， C~ al : Ab陶 rrnal1ー
123 rnetai&dobcnzylgl13nidine rnYOCardial ¥¥'a品
0111 and distribut酬仰向， m，岡山l

adreT附属叫 der:lIIj!ernent川似tientswith COll. 

自信li¥"eeard・Olll)'llpathy.Ci，陀"'"ゆ， 1鴨8: 78 

l19"l-1l9g 

3) F.旬刷l¥Ilf，昨Gp釣 bergP，clal:C箇，d凶eS~.rnl)a 

thetie ncrvc (unほt;Ol1;11 cunl!舗tivcheart lailure 

CirrufsI，ω刊 1996:9J : 1667-16河6

4) Ungcrcr M. Hartrnann ~'， el al: R~iona l in 

vivo and;n vitrll characteri剛山"'削onnmiC

…剛 incardi…h!c human h凶<<.
Cim命的唱 1998:97: 174-18附
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心不全患者にお付るプリン代謝の検討

施崎gt_.剖" 徹・ 選糧事樹博・ 加嚇著書彦・

荻野和秀・ 井川 修・ 久fII-郎・ 埠晴子扶・

筋沼紛の聞には a保同S 嶋 ~' -tr iph民Iphate(ATP)

が速やかに澗貸さtt.adenosine 5'-diphoophate 
(ADP)とadeno恥陪 5' -monophosphale(At'lP) tt!IW 

加する ATPの剤"が間合成金よ回りプリン分附が
克巡すると。AMI'から AMP dcaminaseにより

叫 則 的 5九mono凶osphatc(IMP)が，また5叶W
G問山d，障によりアデノシンが生成ちれる この

AMPがIMPに膜アミノ化される過程でアンモニア

が生じる IMP，アヂノシンよりイノシンを腕てヒポ

キサンチンが生成され。ヒポキサンチシM骨絡筋にお

。る"な鍋焼代謝週目鞠として，血中に出現ずる【図"

したがってプンそニプとヒポキサy チ〆の血中機g置

は.l駆動"のプりン分解の陥聖書と盆り得る"
""仇 funayaらは心存金総省において，重信.. 
ごkに安飾的血'1'アデノシyがよ界すること.絡告
し，これが心不全に対して心保2質的に働山ている可能
性を勾践しt~". 1鈎9年。 Lo、らはAMPdeamina鰐
語検が遺Ir.I!!JIζ低下している慢性心有全地者に仙hて

予後が良好であることを報告し，ζの後Jt:がγずノシ
ン産生冗趨である可飽性を巧窮した齢 また我々はω
不全忠清の運動仰のプリン分解が低下してむり.1守絡
筋のAMP痴化に異常.認めること.報告して8

た州本研究では.慢性心不全忠者の巡動時のアンモ

ニア，ヒポキサンチン。アデノシンを測定し，運動峨

のAMI'，f事化般絡について検討を加えた.

s 対..と方議
安定した俊俊弘司三金JIl者"例(NYHA111 11例。

2度 M凪 3!11例，男性同例，女位8例，平崎年
Ae 57:f:2織遍礎心総畿は鉱袋墨心筋Ii!:15悦鱒旧住

鳥取大学目医学帽..内糾

t守岨醐3 様子1畑町鮒

心筋使*6jli1，逆流性弁膜佐4例，荷風凪i性心街術2

例}を対象に呼気dス分析下にラシプ負荷健保限界位

エルゴメ タ A組依磁.緒行し."鶏法で血機アン
モニア IIPLC訟で"概ヒポキサンチシ，RIA法で'"

猿アダノ yン密測定した.測起はアンモニア"運動

前。運動直後，出復刻 3分. 5分， ヒポキサンチンは

運動前，運動直後，同様"'''分.20分，30分，アデ

ノシンは溺動的遺動直後。回復期3分.5分。"分.

20 ~}， 30分に鉛"'.行，.

s鉱泉
巡動負荷附"各御原について1;1， peak、..-orkTilte 1;1 

平絢106:8叫胤 AT-¥'0，11平均1l.5:tO・ml/
剛 rvkg，関akVo，は平均 18.5:1ニ0.811lI/min/kgであ

AOP 

AMPde師同拘刷P一四
Ammonla‘ブミ

1M? ADE剥OSINE

¥ /  
刷OSINE

Hγ向いE
XANTHINE 

URICACID 

回 目 Pathway.Qr ....rlne nudωIIde岡山山
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Corr~IUlo... ""1 .. 旬、副mm"nia.'3耐剛'n-
e'f~. hy"・z・nthln..Rt 211 mln 1"叫eure融
山 n...ine..'"min 阿'n凹~8nd岡k Vtl. 

った また安俗怖から運動ピ四タにかげてι4白鍬"平
均81::1:4bllmから!!)5土61""，恥 収縮期血圧は 131:t5

.阿から19Z:t7bpm岬 加した
適動防の血鍍アン.ニア値，血後ヒポキサンチ〆鮪.

~..アヂノシン値』車通勤ピ クから国側期にか附て.

''''''に比べ荷窓に商仰を示した。これらはそれぞれ

回復期3分 20分 5分に般筒艇を示した{プJそニア

問>3司 自03:1:10μg/dl.ヒポキサンチン 0.24:t0.02

司1.72土0 .23川~mf プヂノシシ"念'-80土 12
pmol/mn 運動耐界総とプリン代謝産物の関越.見

るために，由自短期3分の'"貌アンモニア航，閥復鱗2泊

分."ヒポキサンチン値，同儲""分のアグノシン舗と

開祖kVO，の倒測を調べたとニろ.それぞれr=0.73.

0.59. -0.50の有窓な倒閣を示した{陶"

S 到号機
筋肉の濯勤時プリン分鱒l;lAMP deami帥鴎によ

り主に制定されているが この隊司怖の緩慢が欠刻する

備自僚として。 AMP倣制nUla凶陪欠鍋盛が機告Zされてい

る Sabina .;..'によると.AMP dcaminasc火倒虚血
翁のプリン分解...通常の純略(AMPからIMPを，.

~.ヲ る経路)を介き ず。 '"副醐'"'を磁止する級略ヘ
シフトする ζとが桜告されている この彼組において

は遜動的のアンモニア反応が低いことが知句れてい

るn

今関のま翼々の倹討で.心不全樹容に"い乞 週.耐

容艇が.. 干するにつれて趨動制プヂノシン反応は充議

し。問符にアンモニア.じポキサンチン反応はO降下し
た この働序として心不全勝者でAMl'de刊 .1I11a岨欠

f貧血に続似した術創 ずt:thち符椴筋でAMPdωm

"'~系の側側と倒対的 5'-nぽ Jeotida'沼 系の活性化が
生じている可能性がある アヂノシシはカテ Sラミ

ン，レニンーアンギオデンシン系さらにザイト泊イン

.介する細胞隊警に錨抗する作附を鈎ち，る保護的に

作附することが知られているへまた臨床測に，ジピ

リグモール内般による1m'!'アデノシンの上昇が， 心不
全の改宇野につながる可院慢も鍬告されている" ニの

ようにI 心不全も管にお砂るアデノシンの上昇は 邸

脅にとって令制に働〈 ことが機測される

5文献
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心疾患患者の運動耐容能は

呼気終末一酸化窒紫濃度(ETNO)と関連する

安逮仁・懐弁繁樹・関口誠・河口雌・商問典剣・

小l&iUi!配漸問事情・ 11"字知歳・深海槍・外山単ニ・
内藤滋人・星崎洋・大島茂・ 谷口興ー・伊東春闘“

s 目的
血符内政側岨で産生される一酸化繁索(NQ)は血管

広司馬に関与しており"..(..、不全で"血管内皮細胞犠能

不全まのために NO続生が減少酬して血管鉱磁反応が

不 l分となる 慢性心不全忠者の辺助耐を芸能他下の健
序に血管舷姪不全が循縦されている刷が NO~量生能低

下以そのー悩である可能性がある NOは米納骨粉筋

のみの血管鉱張能を側節しているのみならず.."諸原

も調節している刷 現在，呼気.NOが測定可能であ

り?とれは肺循環必乗の NOであると河野えられる そ

こで今自般家呼気ガス中NO温度(ETNO)とむ旋必

息鳴の趨動耐容能"よぴ選動中の心機胞とを比鮫検討

した

S 方建
対象は 1999年2月から当慌において心腕遜働負荷

蹴蹴(CPET)中に ETNOを測定した<終息患祈巡鋭

必各対象疾風は虚血性心疾患19名，商血民性心書籍8
"詰問地帽後血者 16名，司r核脈21供拡夜型心筋症
l名である平均年舶は60.0:tlO.l歳 CPET'1'. 
hreilthもy-brea山に呼気え"えをサンプリングし，

MIATOAE280Sを周いて呼吸敬 一岡喚気J!I:， VO .. 

VOO，を分続した 同時に Sieven;社綬NOan個 Iy~er

を用いて，化学発光訟にて ETNO{-劃定した ま

た 同...得むれた 12例においてほCPE'I中，ジア

グノグリー〆を用いた色調路沿釈法にて心納Jf1:1ft:((沿)

を測定した CPETに"1分間 IQワットずつ増加す

るランプ負荷u ぃ。 MωIGrarlC沼社製cycleergo 
mctcr<CI-'E :1制~，.使mした. AT 1.1; Wa脇町布'"ら

開噴自立4地管センター
t〒31H1ω‘"馬県前樋術亀g町3-12】
"-峰血管冊究所
〈干附刑制蜘肘帥 7-l附

の報告ηに従い V-slolll'著書にで求のた VE-VCQ， 

"'"は分時倹気盤(VE)および二酸化炭禽排出蛍

IVι:0，)よりー時幽婦にて計算した。伺U畑係敏(r)I;U最
小ニ震訟によ同情した

s結果
Anaerubic threshold{AT) e pcak ¥10，の平均はそ
れぞれ 12.4:!:2.7 mf Imin/kll. 18.0主5.1ml/min/kll: 
Cあヮた ETNQは安静持7S.4:!:;15.9ppB，20ワγ

ト負荷時85.1土18.7ppR.40ワット負術時87.4土

14_4 ppB e逼凱置が地加するにつれて徐々に楢加し

た 級犬負荷叫におげる ETNO(医包kETNOlとAT

とは r=O . ~ 68. peak Vo，とはr=0.562のAの制1聞を
認めた{図 1l.VE-VCO， slopcè は r=-O.58~{図

的，間ak¥10，/111{とはr=0.4田(閃3，)の相関関係
を認めた 関、kCOとの相関係数拡C'cO.458であっ

た(図3b) 

8考察
心疾風m者に.いて.呼会i't'NOと運動耐写軍備およ
び遜勤中の心開能と 1J..iEの仰測があることを総合し

た

呼気中に現れる NOは保陸結腹由来の NO機度が

もっとも術ぃ・1 袋々は鼻腕鮎鱗痢5僚の NOが混入す

ることを防ぐためにnωedipを用い...腔内でE量生き

れた NOが呼気ガス『わに混入することを予防した。こ

れにより後々の測定訟による VNO11，安静岡93.6:t

66.9 mflminlであり。気管内係管を待って得た VNO
温度の綴告・ほかなり近い数舗が僻られた また本検

討で信呼気すぺてを含んだ VNOで惨な〈岬気終宋怖

のガスのみ会組定している 終末呼気俗主に肺胞山朱

'>ffスであるため。 ETNOはか栓り選侭的に卸値陶濃

のNOを測定している'"えられる
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悶 2 VE-VC仏蜘"と.大負荷・・拠*坪尿』個別1:..:調II(}''TNO)との
関係

『織化重構呼出震が多い"ど¥11::-¥'00，sI"，理畠旬、さ<..1武血湖底不
鈎等分布方句併ないニと告示している

選働耐容能は心髄雌 ・岬吸償俗 骨倫筋慨飽および

"減すなわ色血管内al>飽の飽和である 心疾息患者
で"呼吸傷能は隊告されていることが少ないため.1国

."耐容能低下に関与するの陪おもにむ倒隠，骨絡筋慣

飽と血管内1111>'胞である 心術w震が必えても宋割問血
~鉱議縫が改蓄しないと録保郎代訟が減少し&いとい

う暢色刷bhり，心e終息患者にとって血骨内皮細胞a
胞は重要仕ものである NOは血管内政綱"胞に作用し
て血~舷裂性の級将に撮要伝物質である NO は胤管

舵杭に関与する宋柿血管レベルにも作附して米輸の血

施告調節している撃た.NOは事礎分泌のみ伝らず遺
跡れの胤符鉱弾性にも関与するという報告もあるl・と

すなbち.NOは.遺働中の胤''''抗を調節して.活動
骨怖筋への血疏を調鮒していると響えるζとができ

る

本線告以外にも。齢色心不全患者にお付る NOOI生

能の隊司野に関する報告がある・べ本報告ではさらに

巡動耐尾写能がNO虚1o飽と正の信閣を示すことを示

した 慢性心不全蝋者に'"ずる臨智鉱4両院畑低下が，
下骸骨格筋では乳陵虐生に影曹を及ぼし，I!i判原で憾

換気附t擁不鈎衡分布に膨暢を及ぽす結果.忠告の運動

耐容能の低下を引き起ζす可能性が与えられる

本検討では 師、NO と VF:~VCO. s10peおよびpe<lk
VO，/HRや心的出俊との制闘はすべてOぬから 0.6



s場察
夜々低，急性期jlj灘泌された心筋梗，.後患者に慢性

'"'.冠S抑制遊園惨と運動負附似引心筋SPECTを施行

し.虚血の111視した句院選実包冠動脈の再狭句持病変では，
溜動負荷時のQTcが揺査委した今回の検討では，冠動
脈遺"上機密部位の有意な拘狭窄を飽めたにもかかb

らず運動負荷により雌血が出現しなかったc"は，
QT，が必に負荷時短縮する傾向を示し。 A"と対照的
であった C~d)健審鎖械は. non_叫包b]，な心筋であ

り袴櫨8証されても桟存心筋がないため慮血が銘じない
可能性がある しかし方P盤選動の故笹を認める盆

例もあり.冠動"狭埼"による血流減少に心筋自体が適

応し.-舗のP'ωonditioningι1により... .. が生じに

〈いめるいは虚血の程院が枢〈なった可能性もおる

が。趨動負荷時rate-pressure-produc匂でほ盤を認め

なかった 取塞責任d動脈が優位捌ド路実情"を起こし，
負荷により献血が出現するような叫ableだがische

m"な便器心街においては，負術時QT，が劇務に延
長し再検瑠の街地震となる可能性を示唆した
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り川，ゐ伯尚盆とある程度の悶衡を訴しl勧↓・" peak 

Vo./HRは般大負荷時のー聞心鮒11111:の.，密であるー
すなわ色これらは肺血麗去の闘安となるパラメータ"

である 血管開存性については NO以外にb，.，.山
eJin-1や"個taglandi摘など倉附与しており，運動中

に隠さらに交磁神鍵活性が強〈関与して 〈る したが

て2て。.，動中の・管依褒能がすべて NOのみ区制御さ

れτいるので1;1:'.旨いという ζとが側関係敏が極めて高
〈伝かヮた居陶でおると思われる.

以上.心民魁鹿管において No m~f飽U遡働剛容能

の級定凶予と会ヮている可能性があることを訴した
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運動耐容能にお付る上j腕および

大腿動脈内皮機能の検討

高潮凡'1'・ 墨付公生・ 大11文孝・ 鈴井待巳・・

布線俊.u... 鈴村続二" ヨ隠関 明・・

溢動耐*艇にはS刻々の刷泌囚予がめる 温動ゅの血
機旭加の蛾'"の一つに凶巾 oxideや血管内皮複錐の

関与が鮒伐されているが，その抑制服不明である ま

た，銀々"慢慢C型肝，炭Eに必削"る同阿e開 n袷，彼震が血
q管苦内t皮定.. 眠飯蹄壱4を陸2掌E起する ζ，...告しYたヒ
でL'， i川n旬T刊干町加他副縦R司モeデルをもt毎sいて'下肢逗動的の血
涜網加に"りる血管内皮の役割.. 電動耐符飽"ょぴ血

管内皮様白隠峨宣告により検討した ついでi 肉-t.i;1酬で

運動耐嘗健とよ腕釘よぴ大駆動燃内政.飽との関係を

比敏倹討した

S方'"
対111:.8子生検にて診富野，肝緑瑚門医により interfcr

"泊僚の麹応有すると判断された慢純cm肝炎 10
例{平均幻ま11，a，男性2例}としたいずれの益例も
既住民現鍋限"に心血管系の合YHJi1{-sめず，い
ずれb心"智司馬灘鯛の役与を雪量げてい.いも必例とし

た ただし.喫組屈を有する催例3例。境界E層高血圧

1例uよぴ硲".. 使 1例が含まれていた 1川町r~明

治僚出;1. 10 足 .~U の阻醐凶m川 hllffilln alph凶

'"'師射師(rh-INF-a 2 b. INTRON A)を毎日 4週
間皮下役与するプロトロ ルとし.lnlerk'Tl>Il地鰭開

始前と終T~ -4臼織に上鵬動脈内政償市E検去と溜動
負荷齢層貧会総り越し纏押した

川上... 副脈内皮楓""貧型益法 1.5Mllzの荷分解能

断醐子(Ym'50r四拙刷会川い噛動脈艮紬健

全櫨尚L...VUSビデオテープで配録し.がら 前醜

金収.. 期血圧+30mmHgで5分間駆血後解除し反応

充血金鉱魁~しめた 反IoヲE凪鯛"'"1時，.よぴ反応
防御際附学醐1州

・ 開 閉センター四m
('1' 3(;9-1.$13府良市量本 3-2)

流出後約6<1-90砂のよ鵬動燃録制陣を再生し。心電図
に肉州事せた副像伝計調に用いた おの必のの蜘管径

1:1 Q¥I.II叫tativeangi惚 raphyS)'S回n(Ko創出。c.，
dio 500)にて3ω伯平勾僚会攻めた 安節"から反応

光血後の血管慢の兇変化.求(1)，endOlhcli酬骨"'"

dent V~ I\(刈 M 同 n. Oow 開d 削吋 dllati側伊MD. %) 

とした。その後約15分伝いし 20分安"ののちglycer
yllri，川rate(GTN)O.Jmgを需下位与し.投与摘。投

与3分伝いし5分後のよ凱動脈長職慌の変化を附舗に

*めた. これを倒、'0幅helium-indl'Ve't記佐官官 vasodHa 

..伽・(CTN臥 %】」とし検討した
ω麹動負荷誌..よ鳳鋤lh'iJtII.fe検盆の翌日&こ
隻眼目限界倹treadmill負荷..mruc:官 P剛健00~維
行した心電図を M，珂uetteCASE12で記録し.血艇

をKor以""践にて 1分毎に"録レた

ついで巡動脈候患が旋われ溜勧角術総般の適応と伝

ったが窓動脈過膨にて有志倹~.留めない"館側{平

均“土1Io:.男性21例，.対.に遁動酬を撃自伝と上民主3

よぴ大陽動脈内皮複縫&の凶e・e・討した "・管系
灘測を3円前よ 吻中止し ょ起の慢性Cll..lfAfl例と
阿織に内皮限後倹査と'"俄関関卵性treadmil1負荷，，，.

(s.ω'"礼oco])~雌行した まず.trCl¥(l川'"負制滋
慣の2時間前にそ腕動脈内皮制限能検盗を総行した つ

いで約 1時間後.大鼠動燃に対し.t腕動脈と同様に荷

分解能組嘗主主錨予を.て大腿動線長.胸像.舗iIIし上腕

動隊内政槻能検査"'と金〈岡織の方訣にて大腿動機の

FMD. GTN-D t-求めた

"果は平均土標単価"でg慢し.paircd S拙加lfst・
定と恩納闘を用い?と

， ...長
【川crfcrO!l花1援によりよ腕動脈FMIHt6.R:f:3.1

からL9土2.6%へ左有倉(p<O.05)にO降下したが，
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GTN-D 陪 13. 4~U から 17.0土5.5%への変化で脊

窓ではなかヲた辺銅剣倒訴事食はhω，'，れ別検鎮の附
および後ともに.いずtもの艦併に結いても下肢の磁れ

また健全身の彼れで負荷訴織を中止していた その節

批 Interferon治樹により運勘耐容時澗は."主的か

ら395土"妙に有窓(p<0.05)の低下が認められた

lnttrfcron治療の前および後において上院動脈FMD

と湿動耐容略閣の相聞を検討したが，ー定の関係は認

められ4かったしかし，Inter{erωn治療前後で上腕動

脈 Fl¥IDと還"耐修時聞の変化の納闘を調べると，図

1に示したごと〈省窓の高い相関H関係が得られた(r=
0.86. p<O.OOl) 
ついで，周一症例で通勤耐容能と」揃および大溜動

脈 jo'MDの鍋係を比厳した錨燥を示す。周様にいずれ

の低例も下般の疲れ摩t.:1;1:余身の錬れで負荷訴織を中

止していた園2に示したごと<s，開港 prot館。l
叫age3を遺峨で@た催例(n=18)とできなかった.. 

例(n=IO)とにわりて大腿動脈 FMDを比敏すると，運

動耐容能の低い促例訴で大砲動脈 FMOは有怠に低い

傾向が認められた(9.3%5.0略 -1土5.4%. p< 

0.051，しかし，よE梅働環FMDは闘3のごと〈逮動耐
君主催の低い催例鮮で低下している傾句が認められるが

統剖H学的に有窓で院なかった

s 考鎗
Jnler加明治織によりi湖働B県内皮機能の低下する
ことが認められかつ渥動剤密能も行怠記低下した 同

省の低下段には惚僚.相関聞係が縛められ，このこと

は下厳選働時の血泌槽加の慢序に内皮依存性mtnc

oxideの腐生が関与することを臨床的に示唆するもの

と考えられた さらに溜動耐容能には上E自動脈内政依
存性血管叡磁反応よりも大腿動脈内皮依作性血管齢被

反応がより関与唄る可能停b示暖された

Wi [網凶 ~J"I:運動中の血沈噌加に内皮依存性山'"

oxide関与は少ないとしているが.Dyk巴ら・'"中盤底

関与すると している.，最近'，1>13X柄叫lら"は般大運動"

の還御筋刷機..欄定し溜動能組定凶予のーつに血管

内政優慢。内&依作性nitric0刻'"関与を動物袋酸で

維倍している 症例数が限られている均九本!iff~l.t

o，k.らやMallwel1らの報告を支縛するものである
しかし.運動能拠定凶子として血管内&.拠隠に関して

は，今後さらに症例微を渇加した許姻な...すが必賓と

場えら"る。

a 文献
1) Uehata A， Tak舗ses， N~I!凱 T. el al : Rcycr'& 

耐 eeooothe1ial dysfw¥Ction醐副 byint.erfer 
細川phathcrapy inchronic hepati回 c，猷剛凶

Cjm.lafion 1997 : 96 (Su仰>J-I):'-728 

2) Takase仏 UehalaA. Arakawa K. et at : EXeT 
C岨 hyperc01岡崎"'''附:lcnt011 endolhelial 

r.，制泊。 Clinicalevidence from inl 凹cr.可~n- in

d問団endolh陪lialdysfUl叫ionin humans.j 11 m 

"""白rd;o/1999; 33 : 550 A 
3) WilsoJL JR a吋 Kapoor5: C。川ributionof en 
'0けI<:lium-dcrived....la四時~factor 10 l'lIC間総-

'od関 :edvasodi1ation in hum舗凶 JAttI同ySiQI
I鈎3:75: 2740-2744 

4) [)ykc CK， rroctor ON， Diet~ NM and joy限 T

MJ : Role of nilric似叫占 inexcrcire h}'llCr 

aemia during prolo噌 cdrhy山Illich~凶 ðgrippinll

in h\\m~眠 f<JUnwl Qj Plwsiol<盟問5;488.1

259-2“ 
5) Maxwell AJ. Schauble E. ser凶teinLl 1¥11<1 
Cooke JP: Limb bloo吋 Oowdur 噌'"問，~時
保伸、d刷"叫川Irlc制凶e.CirCl油価剣 1998; 
98: 3ω-374 
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慢性心不全息者における心筋酸素代謝の重要性

細川了平・ 野郎隆司・藤田正俊・篠山屋威・

! "・1 心筋~エネルギ代謝
心筋は.通常の好"的条件下で俗.そのエネルギ

の大学を脂肪磁のβ断乙によってまかなっている し

かし.Ii血状慾や心不全状態となると，解.書系が割放

され.グりコ グンやプドゥ...また乳限量生によヲ

てそのエネルギーを補おうとする しかし...胤状餌，

心不全状飯倉."し〈なると，この系の維持も園"とな

り.心筋lまエネルギー納淘""院になると考えられてい

る

2. "じ眠tateP町
酢百貨は，心輔のエネルギー代謝巳利用きれるとと隠

知られているが，そのa限度が惨いために，エネルギ
代謝にZ量的に脊与することは少伝い 】方。心筋内で
容易に代謝されるため，む筋エネルギー"副に賞献す

る'"合は大きいと考えられている 酢雌".ミトヨン

ドリア内でa国 yl-CoAとなり.巡やかに TCAサイ

クルに入ヲて，co.t H，Oに代謝される。 "C_ac氾'''，
は，酢酸{世間tale)のカルポキシル革に。 "Cをラベル

した PETlfIトレーサーで.TCAサイクルの活性皮に

応じて.すをわち，心筋俊裁代謝の使命いに応じて

"CO， ~俳幽する局所の"ιacetateの time-activ

ity curvcの早期の洗い出しは，限化過程の起鰐産物と

しての"CO.の排出過慢をみるため，心筋属製締消賛と
相関する よって dynamicPETにより計測された酢

陵の time-activitycurveの早期首位い出し曲線を，

monocxpo関川ialcurvc nttingするととで得られる
係数(kval同)は心筋腹案消費鍾を示すこととなる泊。

この係数は，食事の'"仰をう砂ること信 <.'1i:静状餓

できる鋭利な側繍であるζとが知られている叱

5 目的
後住む不全息省のむ筋エネルギー状鍾は総体的エ

ネルギ紺渇状鰻にあるとされている夜々は.心筋

のミトコンドリア内の酸素代謝および代謝予備艇が。

心不全組者の遜動能を規定する民子の一つであると仮

定したそして，心不全息者の心筋自費量障代謝を PET!' 
mいて定量化し.他の心不全の掬縛と比鮫般討し，そ
の仮説を評価した.

s ヌ描
非虚血性の慢位心不全魁者15名(OCM10名，HCM

"島列性12名女性3名平勾年齢50趨}に対して

般討を行った患宥は.NYHA分矧によって"，弱 1

とn.グループA.cla盟問とWをグルm プBtグル
ープ分砂した.とれらの血者全員に対して.'ii静端;Y"C
accUltc PET 樹像舎行い。酸捕代謝の街標である k
value(k mono)を計測した ζのうち .. 協の患者に対

しては，低容援のDobutaminc負荷時(5-10μg/kg/

minlのkmω0'，計測し。心筋の酸縦代謝予備飽を静

価した".k monoの備は，エルゴメータ を用いた

symptom lim凶の心肺負前検議(CPX)を栴・.その

peak \10，よりボめた Met~ と比較検討した 15名中

"路は，巡動不能であったため.spcci目icaclivity scalc 

(SAS)を周いてMetsH平価した左笠..出事(LV-

EF) 1;1.，ぺJエコーを周いて計測し.k monoの館と比

絞検討した

でも，運動命"のストνス条件下でも，用いることが s結果
I.kmon~ と心不全怠，.，.

.. ・"字大学飽係学術免刈釧8眠術11" '!i静昨春k mOlゅの創直結 グループAI程盆心不全軍事
仔飢渇醐7 京語1111i京区民繍院川原1I(5-4) 11ョG)で， 0.076土O.OI7(1/min)，グループ刷重症騨
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0=9)でO侭4:tO.Ol0と."錠鮮の方が有"に低備を
示した(p<O，Ol)

2 心不全患者のM..とkm剛WおよびJ，V-EF

の関係

CPXおよび '̂Sより戒めたM創aの催と。安飾均
k moooおよびLV-EFQJI刻係I!.凶 1のようになっ

た Metsとkmonoは.r=O.86と強いEの相関を示

したが M"舗と LV区Fは."に絢個がなかった
3. D<lbutaminc 食事1時のkInono 
Dobutam凶e負荷奪行った4名の心不全聴者のk

monoの値以，図2のようになった.息響調時号2.3が

NYHA class 11， 1， ~が，..錨 111の泊者である安

静時k010110の値は必ずしも重症例の方が低値とはな

っていないが.Jll者4の"例のように.'1<静時のk

mOl1oの包は，比般的資健でも， Dobutamin.負荷に対

捗る k010110の舗の増加.. 少な‘崎合もあるそこで，

今闘の倹討では， Dobutarni間負荷を突錯した紐例散

が少なかったので，他の非同院血性のむ疾息息者のデ

タを加えて。""加納m，~負荷時の km旧聞を倹討し
たのが凶3である NYHA class 1'1は..."的見地よ

り負請をは行ってい住い 心不全JDlilltJ置が進むにつれ
て， k mQnoの簡は.調瞬次減少しているととがわかる

す伝わち。<，繍のm難代謝予備能むまた心不全の進行
に伴い低下する乙とが示された

s ・2掃
心不全息容の心筋俄薬代謝は，。不全"進行に従い

低下した.心不全鳳者の心筋酸索"耐の繍様である k

mOI1Oは運動耐容飽(Mets)と強い正の側関を示した

が，心エコ 上のLV-EFとMelS陪.特に網闘を認め

なかった.以lbutamine負荷時io)k monQ，すなわち心

筋酸鱗代謝予備館もまた，心不全の進行に伴い低下し

た 心筋目拠点代謝，および代謝予備艇憾。心不金にお

げる運動憾の剥~判子のひとつであることが示唆され

た

s 場摘
心不全息者の選動能の制定凶子は多敏あり一つに絞

り切れるもので6まない.米術伎のむのが耳目'密であるこ

とは鎗を依たないが.'jl.枢伎の寄与も火普いと考える

心筋"メドルギ一代謝は.側々の催例，特に心不全鑑例

において，簡易に計測で"旨かったこともあり 巡回防

能との関係が検討されていなかヲた 今回の倹討によ

り。心不全の遊園町曜に対して，心筋エネルギー代謝の

彪"は大きし規定凶子の つ"量り仰るこkがわか

った 心恨のexlemalworkに閥bる左室腹出理解と巡
動能には相闘がないとkから.external workに関わ

図 Ik mo問。.LVEF and lIIET. 

図 2 Myoc...dial ene閉 E醐 m

図 3 ドプタミユ働問kmnnoと肝"A珊

りないbの，心思議筏能に関わるエネルギ などが，
迎田町能を制定するポイントとなり得るととが考えられ

た 今後の倹討が鼠安と考える

s 文献
1) Brown M， eC al: Deli附 MiO向 ofmyocardial 
。花田nutili~at剛..肋 carbl)ll-l1 -J~beled nce 

talC. CirCllltllio唱 1987: 76 : 681 

2) Bergrnnnn SR : Clinical application of a拙錨

剛山。t叫醐rdi泊1Su加融 utili~1I川川<h

""凶tronemi罰iontomograpby. Mol Cell B; 。
chem 1989: 88: 201-2ω 

3) HaUl T， ct al: Noninva剖veasse!泊mcnlof 

myoca吋ial明abi1ityby positron em調 ion10m。
grapby witb "C acetate in patie四tswith old 

rnyocardial infarcti肌 Ci叫伽 1蜘 関

1834-1841 
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左室機能低下患者における運動耐容能の規定因子

後藤事ー・桜木 街・ 安村良労・ 角田等・

馬場値' 高木修ー・ 仙肱直彦・ 高木枠"

も不全"樹般の大きな特徴の1っとして遺動耐容

健の低下があげられる これまで心不全患者の運動耐

容能低下の機序を明らかにするために，多〈の研究が

符われてきたが，いまだに十分明らかにされたとは言

え往い その理闘の1つほ運動耐容能の綴定因子が

峨}ではなく，多凶子であるということによると泌わ

れる本闘は，これまで夜々が心 T、全血者あるい総在
室復権低下地響にsいて運動磁容能の規定扇子を倹討

してきたデ タのー婦をご紹介したいと思う

5温動嗣容能と観鎗・鉱張織能の関係
こ札までの研究により，心不全噂者にsいて安静的

の左室直出来が運動樹容能と側関し主どいことが氏され

ており酬 般に心不全血者の遡動樹容能への安静時

左盆収縮慢飽の関与は大き〈ないと考えられている

しかしこれまで進室収縮・鉱録制絡を安静時と遮働時

の両方にわたって静却に検討した報告は少な〈へし

たがヲて心不全趨者の迦眠耐容能への運動中の左苦言織

織の関与は i分明らかにされていない

これを物らかにするために。心筋使..，哲也約1カ月

後の男候風者 26~1-:対し，心隙カテ テル検査中に左

重圧を Millar祉製カテーテル先崎マイクロマノメー

ターにて計測しながら組依限界性臥位エルゴメ』タ-

S奇術総臨を締行し，最筒酸議侵取.Gt(pVO，)とき匡"収

納鉱張観U総指観との関速を検討した"左"弛緩飽の

指欄kして，在室圧下防関の時定数T削を Weissら制

の方法によ9求めた対象患将をpVO，16ml/kgl分

以上の 13例と 16ml/ky.!分朱測の 13例の2昨に分

".諸繕爆を比綬したところ，告管制時に隠，dP!dt9')、

同開センター叩管内側
同 僻究所繍扇動制概隠g町

内描蜘吹関車白台 5-7-])

悩，左富圧最小値，TllUといヲた左，，!!広3震後能指標の

みに"字削で有意差があり.:li.室駆州車やdP!dt超大
舗などの収縮機縄摘線広'"警は認め均れなかった.最

大負術"に".心摘出It.左ヨ買鉱司眠時期医，dP!dt 緑小
値，左室庄厳小値.Tauに2群問で有窓建があり，や

はり鉱磁"'能指械により強い筆が認められた

S左重度容積関係からの角存続左重圧ー容積角度
を用いて

ま箪艇出現解は左室収縮機能の術栂として広〈附いら

れているが，左箪負荷条件.!Iに左寂後負荷の膨轡を

強〈安げることが知られている同ー方""収納末期

医容積関係の勾配である Emaxtl心室負荷条件の膨

轡を受けに〈い左蜜収縮慢の揃傑と して知られてい

る尺そこで.18名の心筋調2結後血者においてコングク
タyスカデーテルとマイクロマノメーターにより左草

原容績ル プを趨動中に計測し.運動耐制能左左禽収

縮鉱窓機能との関係を険制した 溜動中に下大静脈

閉温協を行うことが図鑑なため，左温圧-WM!!If樹上の'"
'"と原容積ループの収附末期点号制ぷ車総の勾配.

収結末期医容積比'"ちPVR)，原点と鉱機末期点を航

ぷ直線の勾聞を鉱張末期反容積比(EDPVR)と定義

し日I'VRを在室収縮性の格調 厄11l'VR~左富鉱緩

111飽の捌穏とした まず安静"州傑で陪 F.SPVRは
，vo.と紺闘しなかったが， EDPVR l;l有意な相関(，-
0.53)を示した次に6<1-90Wの亜母犬運動負衡中の

EsrVRはや陪り pVO.と相関せず，負荷中EIJPVR

が相関の領陶(p=O.01)を示したのみであった さら

に運動負荷中の収織鍵悠の変化と鉱磁晩隠の変化の飽

和e袋す指標として，ESPVRとEDPVR1:.で挟まれ

る扇形の角度を庄一容積角度<p，総剖re-volulT町民間k，
anllle， PVSA)として算出すると，週動負荷中U)PV 

SAの噌加率はpVO，と正相関(r:O.56)を示した と
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"成綱同収鮒..."広司民....の統合的剖調闘が巡'"餅宥

能に関与していることを示唆ずる‘のと増えられる

ただし遍動向向"'にI'VSAが噌加し也かョた例で11
巡動中の町)PVRの地加が令，.，に大きしやはり運動

中の鉱張関隠の刻化がPVSAの刷加の減問，さらに

はpVO，の低価に側巡しているζとが示§れた

s友... 頚峰能の2大'堅調院 弛組健と仰"能
在."広樹11曜の2大要訴として..広袈早期にお砂る
強度続(fillaxatiωn)ttl底習院中剛から後.，に..，る伸展

飽(distc川副bility)がある珂これまで..，動鮒容阪に.. 

..'"と仲民館のも吋れがよ9温〈関与して"るかを検

討した緑台"見当たらない

そ ζで心筋梗~IÆ後患者 114自をす'tl艇として ， Tau 

を R一民間隔(/):\jI1J似で除した T~u-c ~心拍数から独

立した強"艇の術標とし.，ングクタ>，カテ チル

によ 9計制した".納の左室fE-~繍ループの~夜中
期傭分の回倫i/(織の勾両è(MDrVR)~仲眼健のm餌と

して.安静時および運動中に1111るこ札らの術樋と運
動疎開催との関係を繍討した 安附時針よぴ趨動やの

rau-cおよびElll'VnとpVo，cの納闘を検討した

ところω 巡動中の Tau-c のみがIlVO.と良好~'"閃
(r"'0.80)舎添い安静QTau-cCr:-O.51l.:K~略
MDPVR (r '" -O. 18) ，および遍鋤"'のMOPVR
(r=-O.58)怯有窓な相醐を示さ4旨かったさらに関術

輔の安静時から巡島中への変化取と pVQ，との相関を

検討した乞ころ，やUりTau-(:の変化調怖のみが両院の
網開(..:::0，87)を示し。EorVRの変化訟は制窓な納慣

を示さなかヲた(，按-0.04)

当初は，弛."憎より も仲良能の"がi出創出震に強
〈彰曹ずるとの'"えから，伸属能のnが弛厳艇より b
より強<pVo，と相関するのではないかと怨定してい

た しかし敏拠松雪質的の子忽とU避であ9た この結

果".心相敏が商い状..で11.心ヨ隊"の提らかさより
むむしろ灘厚〈完測する彼能の万が悶肉的に重要で.

ることを示喰するものと勿えられた

S骨格筋筋力と沼紛剛容能
問俊明心臓リハビリテーシ gンに..，.した心航便率

低後g宥において大腿仰鼠筋力t-KinC側首APによ
り測定したととるt リハピリヂ シaン開始時の大腿

筋力と，VO，との聞に和穏な疋伺闘が認めちれ，さら
に2カ月聞の量鋤峨tU後の大腿筋力のm加"とINO.
のm加車も疋相聞を示した また筋力のみ~らず1

Oual energy X-ray ab!硲rptiom“r)'(DEXAlにより

測定した骨縮筋尽の揃寝である険防総飢餓最も pVO.

と良好な組側を現示した

5 まとめ
以上..，ヒめると，左京槻僧低下出者にお付る遜動

耐修俄抑制定箇子として.ti::~佐収賄蜘飽より も鉱鋭機

能，そして鉱鍍被飽のうちでは仰... ，よりも弛級協が

安値力に趨動鮒務能に関与していること.ー一方骨格筋の

筋力や筋肉..還劃樹容艇に関巡することが明らかに

念ヮた.今後は.脅位協代謝や求椛血管鉱後錐を含め

た.，動蝋際飽の総定凶子の全体僚の解明t.それぞれ
の総定凶子純益間同関係について，さらに繍討が必曹

と考えられる

S文敏
1) Fr制健脚aJA， saker BJ， Scthし凶 al: pt ゅ
MO'崎町凶 sySlcmich側関崎""m隔 indc:u:r 
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心拍出量増加反応規定因子としての

総末梢血管抵抗の変化

前原和平・ 4仮定夫・ 広緩捌・ 三次実・ 千葉鳥文・ 丸山$夫・

慢ttt.o不全に仙3ては心血管系予備健を示す最大む
摘出量が運動耐容舵.'"定する篇目の園子と考えられ

るが".，般商般紫綬取盤と安併時および辺動時の在笠

桜出撃との聞には相関が認められず叫このことはむ

不全の一次的障密である左翼買収縮機1il!iJ!;'ffll運動同の

心拍幽量m訓反応に寄与しないことを牙峻する この
ことから遂動限界の病修生理に闘して肺循環。ヨ転輸繍

環，機気繍隠岐よ!I骨惜筋後飽のそれぞれの凶子につ

き論じられてきたがaHJ，何が主たる規定因子である

かについてはー殺した見解が得られていない そこで

本研究で''''働時心伯尚益増加反応がいかなる凶子に

よって混5宣されるかを明らかにするため心電負荷条件

の彫容を安"にくい左窓収縮末期匿容積比を左愈収

縮後能の術僚とし.迎動による蜘負荷，後負荷i 左室

収縮幌惚および拡傑機能の変化と心初出"'"加反応と

の関係につき総合的に解析した""

S方2去
弁''''と虚血性心疾息息者を除いた慢性心不全患者

"例(拡夜型む筋症"例漏血圧性心峨刷酬を対

象kした殴業飽刷庄司Eニタ付き Swan-Gamカデ

ーテルを脈動脈に，カテ"マノメーター付きピヲグテ

ールカテーテルを在費置に鮒入し，臥位尉転車エルゴメ

タ』を用いて呼気ガス分析下に症候限界性多段階断

網目負荷試験を"った 玖験網にるらかじめ求めた同捜索

機取.Q10m/IKIII分相当の負荷m:(Ex 10)を初期負荷
量として6分間行い，"，健限界までに少な〈とも 3段

階となるように負荷量を設定した(J段階 15-25ワッ

ト， 4分間).tr:~遺膨~'A'静嚇とF，x 10 0')6分時に行
い，左~'"制限艇の抱僚として左寧収縮米矧医む格側出

臨帥醐静観l附

何冊四副市Jtbtr~ 1) 

および左寓鹿出調怖を，左京鉱袈保健の街標として左2
，.張末期医/揺さ.. 比を功さめた。前負荷の"僚としてさ足当主

舷録求矧~，貨を 後負初の剣婦としては総末紛血管低

抗を附いた

s 鎗果
最大む係数{'/.1会2.7L/分1mりを般商般棄損聴取"
(20.0土4.9mI/Kg/分)の聞に怯直線的側関 (r=

0.74， p<O.OJ)を認めたが，鰻大む係数は安併時左寧

&H!l準(43コU7%)および'!i.当官取結末期IEI容積比'"
聞に納闘を認め4旨かった ー方.最大心係散は最高心

拍数および総来約血管紙抗減少率(r=-0.93， p< 

0.01lのいずれとも網闘しこれらが心舶'"盤"'，.反応

に符与切ることを示した ExlOの定常状僚依策調隠取

JotUO.s+ 1.2 mllKg/分)は録商H院議綴取震の57土12
%であった乳酸は約3.0玄1.1mmol/Lで，3例にお

いてはよ昇しなかった 心係数は3.9から...ν分/
mtまでの刷きがあり 安紗時からの刷加寧は39土24

%(IJ-I関 %)であった左京鉱夜来航証肱 17:!:5から

26:f:8mmHgまで有訟によ界したが，左富鉱"末期答
畿は有意な変化を示さす1，li.宣鉱盗末期IEI容積比は省
"に構大して友盆， >プヲィア y スの減少を示唆し

た 一方，在箆収縮柑調1:/31哨""有怠な変化を示さ
なかった総宋補血管抵凱減少準li23土H%であった

が.企肺血傍抵抗は不安であった ExlOにおける心純

白1it1fl1J，反応と各因子との関遣を倹L討すると，心摘出

11: /f!I D:I $:は 1由駆出量変化事との聞に商い紺凶(r=
0.79， p<O.OJ)を認めたがi 心銅険局自加率との附には

相関を認めぽかった 次にi闘駆出，.の変化事と他の

術保の関速について検討すると総末倫血管抗抗減少率

と衡い角の相関(r=-0.74，p<O.ollを認めたがさ旨2信

感蛋末期容積"変化率とは相聞を認めず， (回目M凶盤

ひいて隊心抽出五誌が附負荷で"な〈後負荷に強〈依存
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運動回復期STslopeの経時的変化による

心筋虚血偽陽性例の鑑別

額木悟・高木 悌・

8背景
中年女性などで陪，冠動脈に有'"健司置がな〈ても運

動負碕試践にで町低下が見られることが多い とれ

らぬ脇性51'低下例".運動食稽浪昼食の鯖度を低下さ
せる妥凶のーっとなっている ー方，巡動負荷中ある

いは回復闘の51'部分の傾き (STsJope錦}が心筋虚

血判定に有矧であるとの報告がある"過去に，由自民阜

調聞に STslope値が負'"る組側では心筋虚血翼陽性

例が多代回復後期にのみ負の訂slope個師す続

例は心筋虚血偽陽性例であるととが多いとされてい

る齢これらのζとから.心筋虚血奥畑位例と偽陽性例

でほ園出掛同STslo関偵の経略的変化が拠なり。こ

の途いから偽腸性例を盆別できる可雌性がある 本研

究では，運動閉償問 STslope値の経時的変化を評価

し ζの'"化が偽脳性51'低下鑑別に有用か否か検討

した

g 方途

対象 199畑年にトレッドミル巡動負荷試験を施行

し5T低下鎗準降伎と判定された連続2畑信仰のう

ち，安僻時心電図が."，で，かつトレγドミル試験施

行後 3 ;tr~以内に混蹴負荷シンずまたは冠動脈湾膨を

'"益心筋虚血の省織が判定可能であった幻例を対象

とした このうち， 週動負荷シンチにて心筋虚血なレ

と判定された鑑例を偽調陽性U(FP8l! ; 23例).癌動沼促
進修にて75%以ヒの引窓狭噌を認めた鑑併を"脇佳
駒(TPlf:70例)とした

運動負荷猷験 トレッドミル運動負倒猷敏は当院の

プロトコールにて行い。Esaote91'S!酬にて 12議場心
憎闘を溜動開始時から闘復期6分まで5∞H，で連続

-回循環時町一岬利

仲 間醐酬咽白台 5+1)

記録した.上行型の絹合)80にで1.5mm以上の 51'

低下，水平または下行亙の栂合1;1:J 80にて1.0mm以

ょのSτ低下を認めたものを51"低下基皐陽性とし
た

心包閥解併 v，‘鵠鳴のうち巡動終点時により高
度の51'低下を認めた鵠羽障を遷.し心lI!図岬析を行っ
た 温駒終点目..回復刻1， 3. 6分におWるJ点およ
び1点よ，"0間後方Uω}での5T低下皮J点から
) 80'でのS'[奇形分の傾き〈剖 slope)~コンピaータ

解析した

， ... 県
趨者背録 lJlI除怯商静岡で.，はなかったが.FP稗
では女性の割合が高かった 窓危満悶子保有車ほ，高

血圧についてlま閥幹とも阿等だったが..官以街。斑開

血tiEl;I:'1'1'欝の方が多かうた(後11

運動負何鼠蛾運動向咽および運動終点時での収縮

期血圧心拍散lまFP"，でとbに施直であ勺た 返動終
点時の)80での51'低下8置は両野聞で差は立か 3た

(表 I)。

運動回復期のSTsJope僚の変化運動終点時，回

復刻し 3分のSTslo開催はいザれも TP"の方が

依僚だったが，回復期6分には同等となった 3分か

ら6分にか防ての闘限後期で1;1:.ST slope IIは1'P騨

で楢加するのに鮒し，FP 11手では逆に減少し(TP:-

3.5.%8トーは土6.9m州出， p<O.Ol. F1'; 2.4土

5.9 ....-2.0土5.0m肉、/“お.p<O.OU削鮮明で相反す

る変動.示した(図 11 そこで，このSTslope値の変

動の追いから心筋慮臨偽剛性例>.，測で8るか杏か検

討した FP8Jでは。鴎復後期でのSTslODe値の減少

は91%の症例に見られた ζ九に対し1'P訴では 19
%に見られたのみであ"'ヒ.回限早期から後期にか旬

てSTsloDe舗が減少するのを心筋虚臥偽燭位例とし
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S考鎗
運動耐容飽の拠なる慢性心不全に相対的に等しい強

度の定取負荷(嫌気性代謝関陣近傍)を加えた障の心的

出量僧加反応院後負荷を規定する純米繍血管祇銚減少

副院に強〈依存し.，王室収縮織飽よりも鉱自民殴能(コンプ

ライア〆ス)の夜化に倹"していた逝動向事の総宋精血

管抵抗ほ作業骨絡協血管鉱張反応と勢作業側血管収縮

しているζとそ示唆した{図11.さ援護恨曜との関機管
見ると 1悶舗脱出盛変化ヨ院は収縮末期医/容積比の変化

率と信組畑が令<.鉱後未剣圧/野積比の変化率と負の

相関Cr=-O.66.p<O.OS)を認めた.このことは1幽

1(1fIM:が収触織能では在〈鉱猿機能に依存して変化す

ることを正司愛した{閣2)
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.. 
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好気的運動能力の規定因子

程賞辺血行・ 仁利ヲ~!l! ' 石井智笹子・新井忠実・ 相撲 武・

石山実樹・ 江図ー彦・ 武安法之・ 級本和彦・外山晶弘・

斉藤巧・ 山内孝義・ 'Li口機・鎗級隆 ・・

下慰噛動ゅの大腿静脈血政策飽和胞の低下は組織の

R農業療取争反映するまた，近制糊分光諸島(NIRS)に

より得られる組織殿様化事(5誕Mの辺動ゅの低下も
また組織。刈目興業相聴取を反映する"本研究では，好気約

定常連動に関する術僚として.ll運動開出附ω殿様寂
取量(¥10，)応停の時経費脅す総よぴ， 2)節気的週動能

勿 ATの規定園子傘候討した

s 対象と方法
II 運動開削時の VO.~~警の時定敵 T の智駐 11
心息地震傭例9例(NCIt.年創鎚土S厳1.心根能低

下例6例(CHF~臥年銅"土13餓，在S雇用脱出分岡 37土

15 %)~対象に。..位自伝車二Rルゴメータにより AT

のω%.6分間の定常週動負荷を行い。vo.応答の将
定数rを決定した また.d"製作所製OM-2怖を用
いた NIRSにより。大鹿外倒広筋上より&10，を測定，
その変化の時定数(SdO，のす)を決定した また.別の

対象(NC静"理〈作働騎士lli;il.CIIFU9例(伊院

62:t13歳.，記室0(111分碩 ~9 :t 14 %))に.いて.同じ負

荷猷E貨をドプタミン(ooB)投与下(sμK/kgl分}およ

び弊鈴与下に順不問に行ったlJOs役与下の負荷量え験

は凹Rの投与5分自以嶋に行ヲた

2) ff銭的組動能力A1の線定因子の倹耐
心自民崎正常例16例{金例訓性，年鈴64念10歳}およ

び心被M健低下例5例{会例男性，年.1il58企9館左，."
出分画28::1:5%) H4~拠に AT の 80%， 6分間の定常
選動負荷密行いI 治大崎鯵旅より繍入した.プナカテ

つt!5 I可Swan-Ganzカテーヲルにより大飽静脈飢餓

棄飽車".を迷統的に。また大腿静脈"'既."偽希釈2陰〕

.故大手曲編成f'<!jt~院内側

陶 ... 科学系

〈字削闘っ{ISilioJU:削1-1)

u分ごとに測定した

5結集
。 CHF酵のV仏の d平均42.5砂}ほ NC"のそ

れ(平均30.9秒}より有怠に延長していた{悶 11

SdO，I;l運動開飴後遺やかに低下し定常と伝令た

SdO，の."嗣併においてVO，のrより有窓に小でめ
った{CHF4'-平均25A抄'.NC lIf 平均13.3秒}
また Sdo.のすはCHF騰において NC"より炎い舗

向.示した

。00負荷により NCIJ.CHF鮮ともに安働時，選
勤時のむ係数陥計窓に網目加した NC若干に.いて ¥10，
のγ陪以泌により有意に雄ZをしCbaseline平m
39.6秒.IJOs 平砲47.2秒J，CHF麟において b
DOBにより延長ずる傾向を示した("副叫平均
53.7砂.DOB 平崎r，g.7砂川図21.
21定常運動6分闘の大，，，，..血擁"'"加度と AT
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ψ0，の，のuo.負荷による変化

1;I.，r=0，77，......0.59の有'"のjf.相関を示した{阻"
また。大腿自砂脈到四割降飽剥""泌動前応対する定常速動

6分討の低下腹と ATIi. NCTにおいて r'"'O.64，
r' =O.~l の柑窓のE印引網を示した これに対し。 ClII'

群では関1111有意の観閲告示さず。 CHI'群のATは

大腿静脈酸割前飽相j置の低下度に対し， NCs浮のそれよ
りf")jに偏位する例が見られた

園 2

定宮前通勤"予自のコ"...・血.，量の柵加~"
UIF)，実調勝親切産調闘飽和慶の低下11(dSf吋>，Jと
ATとの梱悶

せても骨脇筋殴餅疫取，，，.加し~いものと瓜わ札

る"'九
級制2では ATの80%というνベルの週動での骨
格筋泊l械と骨絡筋酸訴綬散とを此淑験討した その縮

製大島静脈血流盆と ATの側関から，好気的組動能

1Jの59%が骨倫筋血流取に関適するとの繍操を得た

また， NC僻に紛いては， AT I孟その41%I;li't絡筋の
般策担聴取飽に関連するとの餓燥であヲた.これに対し，

CHFI撃ではATが骨納筋の自慢業自聴取能に対しNC"，
のそれより下方に偏位ずる例が見られた これらの例

では。骨付S筋の飽議績を取の冗過にもかかわらずA1が
低値とJ;t').ATが骨絡筋のd酸素様取以外のB堅調。す伝

わ.，骨絡筋血統E訟の減少や骨格筋の纂肱~ど伝より

強〈規定きれているらのと思われた

以」ヒよワ 隊司持続取到底調盟加の τやATのνペルに袋
きれる好気的溜動巾言力は、 Z駆動陥血誌のみならず骨絡
筋機能にも依存すると場えられた また，心不余血者

図ss 響調標
倹討lで，逮動開始時，治的aの低下す伝わら組織の

自慢然自慢取"， ψ0，の別加 こ比べて迎やかに定常に褒ヮ

た これ1;1.Vo.のrが.渥動筋の..貿信俊取能より俊策

愉送系により強〈依存しているためと考えられた た

だし.s誕》官。りすl.iCHF併においてNCO'より長い傾
向にあり.CHF鮮にお付る vo，の?の延長に，未納骨
俗筋に.りる微調持続取冗遂の遅延b関与している可能

性が考えられたー方 ドプタミ yにより心輸出足.

m加させても vo，のずは魁鮪しなかった これは
00.が安静時のvo，を槽加させ，負荷耐の体内の酸
様および再審エネルギーリン織化合物音馴を槍加させた

ため，運動胤鰍闘の餓禽自聴取震の噌加が仰えられ，選

動防制時の0，deficit IJI見か"上噌加したことbl-sl
と場えられた しかしそれのみ也らず.VO，の，が

脇信る下肢血涜量では在〈仲機筋への有効佐伯utn.

tive侃owに依存するため.あるいは遜動餅へのnutrj.

tive lIow ~~加さぜても骨格筋肉体の"'~際取が仰

制きれているためなどの倹り庁も場えられる心不全例.

迦動耐容能低下例では.未納血管の鉱"能hoJ際費，骨
精筋の開捜索後取の眼下などを二次的に例来し，ひとた

びそれらが先視すると，皐に急性にむ拍出量.'"加さ
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でほ骨絡筋への血浪官民や骨柄占有賞者Zどが"動能力の主

要な制限凶子に伝っている例があると考えられた u 

.維の低下が骨粉筋織絡の降下に盗る倹J予の俳明がm
1.:1‘る

s支a院
。石持"'''子.被辺E血行仁"秀樹持，ほか 返郊外
.. 分光法(NIRS)による樽2省運動負荷時の溜倒防自完
敗務化縦断飽の生施伊的窓iI-俗旅血酸繍飽事1度
変化との対比心臓 1999: 31 (SuppI2) : 73~7S 

"、明1醐 1]R， Ml¥rtin JL and Fl:!rraru N : lmpa.ir 
ωskl:!letal m四 C 叫riti~ tIow du川 liexer 

α8c in仰 lientswith c刷、"色liveheart bilure 
Role o( eII刈泊C 俳訓lpdYllfuoction aゅ deter

mined by the effccl 01 dobutami同 11mJ 
Qmlwll鱒4: G3 : 1ぬ8~131S

3) Ma剛 .iDM， Schwartz M， F師 aroN， el川

回開。fω加l棚陪nnske刷>1，叫:lemet泊

。1ismin p.1tients州 h，叫開iveheart faiJurι 

A"， J白刷d印9O:sS:112HI4時
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慢性心不全患者における運動時骨格筋代謝

仲間学ー・米滞ー也・ 花凶亜希子・朱11:鑑~.北白原・商品'"織・・

， ". 
従来...伎心不全で峰。心..，拠能が低下しているた

め通勤能力が制限さ仇ると考えられてきた しかし

定率・""務省どの心剛健抱，.，主選"副理事能色相関し伝

いこ色が近早のい〈つかの研兜によ"催告された さ

らに，憐性心不全血轡記dobutami同信どの強心搬や

血管鉱"擦を依与し"..幽S置を網加させても還動能力
は改脅し生いこ色が鮫告された"また...嗣.."盟国防

を徹限ずる麗瞥"因子ではないζとが夜明さね."厳

や腕以外の図Tが趨動能力に膨停を与えている可餓憶
が号峻書札た制 ー払運..制限因子としての骨綿筋ν
ペルの研究がSかんに行わ札録納筋金倹により有償

割前代"..識の減少，ミトコンドリアの減少，週筋から

趨筋への筋線a隆司Rの変化信どが飽きているζとが"制
された さらに他省民共鳴スペタトロスコピーにより心

""の~.f'~I'に〈い小きい筋の"動においてもエ

ネル<-鑑賞であるタνアチン鱒峻(以下}判'dの減
少，筋肉pHの低下が飽きやすいことが証明され貌々

も閥憾の結集を報告している このよう仕併絡筋代舗

の隙替が慢位心不全息..の巡動財界俄低下の原因であ

ると示唆ちれた"しかしこれらの儲気共昭島スペクト

ロスコピ をmいた研究陪ー舗の椀聴や下腿伝ど刷所
的信4 町"の遣動にてIf"J~れた bのであり。比領的

心後腹の膨.f':tt11~量い運鋤である これまで金安

遜動において骨倫筋代謝金制定することが附鰭である

たの，実聞に骨絡筋代謝が全身運動防の連動能力.，.

"しているかどうかは不明であ9た.

後々は慢性u不全."暗において局所連動および全段

運動やの骨繍節代謝.測定し，遍動樹容能号制定する

念..ホlI"a:T-lIIf1!1.府関陣内'司祭
(守的調。一脈捕 '""刑事.犯".酉7丁目)
~験脚5噛創刊包シター

図予としての骨鮒筋代舗について舗討した

， ..・a
'"均左酒量駆幽・23"の別性慢性ω不全血管"入
国土7yr)と年船。体絡を刷"hさぜた健常男性7人

{悌akVo.:20企lV!I. l2:t4 mll川 n/kgl

5方2在
"金身辺動中の骨栂筋代謝の欄定

巡動筋の瞬間的な阻血により代謝の変化を焔時間停

止さぜる Metabolicfr穏健法別tll民共鳴スペタ トロ
スコピーの組み合bぜにより全命運動作lの骨働筋代謝

金調定した.全身遅刻の負何方法凶漏..o測による
坐位自転思エルゴメーター選動<Jtlいた はじゅに

MRI高盟内で磁磁のShinvnil1lf老朽い，饗俗的の，ペ

タ砂川レを測定した.次にrapidinflator 1.:君使館したカ

フ.大腿土僚にあらかじめ演活し 向鉱*迦a励金行っ
た 運動中止と岡崎にカフを瞬間的に飢雌し，大腿情

念完全に阻血したその後str<<Mfffflい役人で後検

桝をMRl/.!慌内へ傑滋し.燥大道働岬のスベタトル.
測定した この間は釣2分間である 別の爽慣にて全

身運動中においても陀，がa出動負荷Ilo..加に対し
てlincarに減少することが趨認で@たので.負荷鰍に

対する町 r減少"を計算し."絡筋代謝"慢5，，-
"....とした制

"局所巡動中の骨終節代a闘の'陽電
鎖販面舗で姻疋した毎分リの術劇自負荷.下腿三順

筋.ruいて行い，毎分の骨楠筋代謝を測定した.以前
の続々の娠告と肉信長に『刊Cr11負荷震に"し "附.，に
低下するので直線図婦から傾きを計算し.局所湿動に

おhずる骨絡筋代謝特性の怨綱引Loc-・"，"，としたI こ

の傾きが急峨なこと俗 間じ条件の負荷11に討しこの

低下が大8いことを意味し，ミトヨシドリアにおける
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働大越動防の殿様被取.."慢性心不全!l!.'j時で帯明に

'降下していた(図1) 刊号，"僧官官者。慢性心不全息宥

とも肉.".に鮎測し代謝絡蝕SyB-slo開眼俊慢心す

金息容でより急峻伝傾きと仕ることがわかる.筋肉

pl-t U.~陸性心不全庖者でより 低下していた 全身a駆動
におWる代謝特色 Sys -sl司~と混御耐容艇の側聞であ

る縁穴熊耳障鶴岡:;Z.Qpeak Vo.・織保健代甜閥値ATと

は留に相醐していた(図2)。

2l刷所週働時の骨格筋代謝

有"'''的品ネル4-'-1宿生が少ない，あるいは運動効事

が辱い伝どの骨俗筋の佐賀をき侵bすことに信る この

よう信小さ'."，の運動で怯む不念息物区省いても血施

不足に借りに〈いミとが証明§れて幻，.この術..蹴

骨格筋のよ9内凶色の性質.反映しているt考えられ
る

， .. 繰
り会身選a臨時の骨機筋代謝
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刷 • 制 • m・4 • 
• • 刷

戸酬
蝿

，'0.1) -" • ." -. ." ." • 0.01 ""0.01 
酬..岨.a4，。

snmd叩，(W腸q U FW峰山VWC均(2mtlゐMamMu 〉 " AT1(4m凶sh26国)" 
図‘

図3のごと〈局所運動では全身選動と同線，同仕
事盤に対し慢性心不全息宥に"いて帆;r1;:筋肉凶4
が低ドしやすいことがわかる 骨絡筋代謝特色Loc-

Slo!)eは慢性む不金で有濯に急般に伝っていた，-

0.051:tO側5vs， -0.067士0.011，p<O∞1，ωm 
'"'鳥 CHi''' rc関 ctively).さらにLoc-slopeは全
身辺動にお砂る代謝料性Sys-s1ope1::有望撃に相関して
いた{図'l.また.般大E度調属疲取盤peakVo.，嫌気世

代謝闘値ATとも有窓に相闘していた

， 11緒
川慢性心不金血管ではa院大全身運動時に筋肉
rCr. pHが生居眠限界まで低下しており，全身運動"の

終点と骨格節代謝の限界はほぼー致していた また。

運動量に勾ヲる pc，減少適度は， l国動耐零能と樹闘し
ており，よ9低い負荷量で骨絡筋代副が限界に歪るこ

と均九 優位心不全患者の運動耐容飽低下の主闘である

と考えられた

ω局""出動により胃宿した骨絡筋代謝符伎院全身
選動中の骨繍筋て謝に反映きれており.骨格筋代謝能

力は運動耐君主..金制定する.. 要な箇予でめることが示

喫された
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-シンポジウム『心不全における遣動能的規定因子j

総合肘愉

!lA 麻腎弁英次{稲山岨斜灘綱大写医学"'筑2内科}
伊東春樹{心臓血管研究所付属病院内科}

伊東{座長) これから鼠泊に入ってい曾.すが， .. 

本的伝凶遇鋤耐"能を決定する園子というの

は.""から刻収納へどれだ砂蛾識が遺ぺるかと

いう峨灘崎送置と，iIばれた.. 家.どれだ砂

利mで@るかという拘m低この二つの司自に
借る."です 中偲"低うからいきますと.

本日ニつ陪ど髭周囲がありました ひとつは後

顧先生の悠袈低それb.のよう令航張早期
の心畿飽が火事だという話，もうひとつM心

筋代謝の髭が幽て.りますが，結局はポンプ

kしてのパツ・ -vンスを決定する'"シ
ertyをお訴しになられたわけで。級終的には

こι"'"案・浴溢に反映されますただい
左盗盤磁飽"省*-白摩区む修・し虫ずし，右

"ば付するプレロ ドの機加"米輸の.，，'"

.介して活動筋への...庄.決定しますの

で そういヲた恵味でも運動能に関係して〈

ると思い.す .ず続初にや4阪のほうの省首
かり納めたいと思います

麻野弁{館長} ー般的に''"に対して心鈎像Ie2fO 
にした喝合，収鰍'Jを2情にした渇合，血管
底抗を半分~るいほ，循環血漉盆を 2備にし
た治合心的出量はどれだ砂網えるかという

爽肢があります収儲カや心的取をZ俗にし

て b約 I D-~O %しか心鈎出量陪増え令ぃ a
nlUitle帯分にす仇111.5俗心的出量が唱え
る ..a血機鎗を2備にすれば心晶畠.，:2
備に噌えるということで。ゐ鍬胤S置に対する
質保E置が織も火lきいのM怒ら〈心峨に民る.. 

援の1i f.!ろうと思います本Hの鉱領11健~

濯働樹君写能に."，であった&いう"括払庫

きに左盆"入金製定す る璽凶が心銅山盤.縦

兎fし，さらに陪運動耐容能に縛いて〈ると解

釈できると継います本日は後雌先生が友軍

流入の思限定因子の中でも陀laXI¥I;Ofiの鎗僚

が盛盟とおっしゃヲたと思いますが，最後に

お令しψった左ヨ監の開]ullli開 会E良い己主

が運動φの心抽出肢の噌加にどうして結び付
〈か もう-!I阿凧に狼酬を"闘いいたしま

す

u 舞ヨ慢のφで也選ぺ傘したが，当初の予測で峨
む"が硬いといいますか民間であれぽ，運a・
‘引に左盆伝言提末期正(EDP)が.t.ーがりやす<， 

それが限界のー闘になるので協ないかと予匁

していたわげですところが繍かに正DPが

よがりのすい使例川越動耐容能が低いのです

が仰拠隠(dislc醐 lbility)t-~慢す術"と比べ

注すと，ぞれよりu.のほうが陥るかに倒閣
が良いのです こ此をEう勾えるかですが.

やはり週動小に心岨衝が土併したと'に粛'"

〈怠箆金支識するようtllft!tいうのが火事

館ので惨ないか...えぎるHH旨い・oJ!t.!1:: 
mぃ.す本当のtζろはどうであるのかu
""する術観の特性や方首長.. の側界もあるの

で.今後とも倹討倉健"てゆ〈必要があ，.

すが，今のところUそのように今えられると

思います

周陣野持{麟綬} 怒ら<rclaltatiQoがA<なること

は左ヨ医のmil'li町111prcssure b!低〈なるとと

につ"がります Minimalpre!路""が低〈な

れば在野座を10げ伝〈ても鉱後半期のW傍
観 rejtTadient Ie大き〈して，省通区への後負荷

.倒置やさないで在電への浪人.多〈すること

がで8るのだろうと患いaす そういう定で
ほ憎laxat;onが電車いbのは.<<iU広製皐則の
歳入金保つために高い悲劇庄が必盟になり去

す高い友房l.E11.肺の血"ゃ右主後負補に

効いてくるk継います安遣先週;.NOの題生

といいますか，先生のヂータが，左房i五や肺
のうっ血と何か関係l.ll>9.tすか。

"趨肺.".系の NOt臨床的にJ!る刀法は今ま

でなかったので，そういうデ タはあaり盆



いのでほないかと思い.す ζ のCIld~t icbl

NOというか.NOI)側allalio伺を拠ている

の他球大の絞本先生と弘と小池先生だと思い

ますが。との留械自体はア，リカのもの."

sてsりaすが，あまり向ζうでもありま処
んただ.マーシャルリクイというイギリス

人が肺級銀慌の'"脅さん.健ヲて.や"りそ

ちらで， NOの-則I()n..1格ちている主

いう訴が'"ており.ず.それでbや'"荷崩
箆や左lOEf.U:1.!.てい伝かったと思い』監す 』と
いうことで.湿強的に".た!.!.JIl)lに腕の

血の蜘れがI!(なるというだけでli>:tしお

宝のF.F.左宝のほうのEDPにも+分関係し
て〈ることなので，今後いろいろで曾れば湖

ヲてい@たいと思っております

麻野弁{脳炎} 附... 先生b鉱係飽&いうこ色をお出

し巳欲。ていたと思いますが，そのtJについ

てコメントご.いますか

前.. 後厳M の舗最大負荷時の
後>> 岡山 vO.I.Ui長大負荷ですが..九U最大負
荷ではありません.

前原 どの〈らいでしたか

後>> ..~いし鈎w でヲ 臥依で，が

前I! .どものほう"平均40w (;らいの縫い釘祷

です。 dP!dt，.t.~ているのですが険討して

，寄りませんので柑axatJonに附しては何と
b宵..ぜん問題なの'"鉱四凶bilityが

減ると左習圧がよがヲて蘭尚血亙を釆し.右

:0圧がよがって左右心議附(1);'ltcraCli加に

よ1)li::~留の di!llc聞bllity をさらに下げると

いう観序が働〈ことも纏~~tt~'r. 弘ども

ほSWlln-Ganzカテーチルで右""b遺脱し
て測っτ"りますが.ζnt左'"広嶺末期
..1聴'"比との側関".りまぜんですから，
右滋からの彫・Fでdisten訓bili¥yが下がって
いるお"ではないkいうζkだ111t首えるk

mぃ"・
耳障野弁lllAl "りが主うござい$す Cardiac 
rIlCU，II"ということ.'"えると.先ほど程度辺先
生がvO.の立ち kが9のぜを見ておられま
した組働早期のcardi..c:felC!開港がそζに
反映.れるのでIH詰いかという ζとだと思い

ますが，ここで先まどの心・広，..血桜の"

e多，'.あるい l;ltr.~光測が良いとむ倒的"

が多いととと関連して増えますと.mω"，

S脳""からの凶nωsretunl泊智大8いから立
ちょが9が早いんだ色いう鮮制がで倉信いで

む'.V，ω.33 SUPPL.2 (2∞1) 49 

し主うか.

滋辺 調~I'I復示 したデータからM先生の今のご句閃

には答えられない&継いますが組像するに

銭初に("襲能低下が"こヮて，それでt厳司E

"なり血管のa広務なりで当初の血被錦繍があ
る，，~制限される状舗が鋭.. ，がt血8貨の噌
加に依存しているという鋭機縮織に&るのだ

と跡・ま' しかし.Dobutamine金負荷し
て， ，が金銭奥〈ならないように....の噌

t混同感さ<dow脚rcgulatcするように.1骨愉
筋が..，債をそれ~りにしか{fbt.ì:<伝ヲてし

まう ということに温んできてしまって，そう

いヲたP'"鳴に伝ると心州'"越を噌やして
もeに変化がないということになるのでは

~いかと思い志す

麻"1争{座長} 臥期llam.r鷲で心雌を聞いたζとで
..り変わらないということtム結局 凧既"

pom，を介する時引刷lI retumの~"t受付
てい信いからではないかと思ヲて"..，しa
した.その点について小池先生はよ《やって

Uられると思いま""fJl，いかがでしょうか，
小泡 先収どの渡辺先生のDobut3mi限告使ヮて γ

がUしろ延長館U・4にあヲたというのは.蘭自
いのU安僻"でvo，が刷えてい.，ねそ，も
がWil!lOllらとは遭うかatmいます。安"
聞のvO.が槽えていれば当".る程度の
"'''の負荷訴蛾でも vo.U:恐ら〈精えてい
るだろうと思われ目Eす ひとつ".目。〈ど

〈必ラてしまうのですが.W日制凶らとほ対象

が温うと思うのです弗需に盟組仕心不全だ

と恐ら〈安併時のVO.が峨えてい信いでし
aうし 免舎の対.."比般的E差値だったとい
うこtで，まだ.だ骨格附の血，....やぜば

それだ"取りλれられるだけのfunctionが
週動筋に.，たのだろうと思い摩す それで

は省ぜ γが短縮し留かヲたかというと，思ら

<~tJ時でもすでに心B舗が耐えてし患ってい

.すし 安静附で僧家悦川位指定が憎えておりま

すので，恐ら〈ー 益段無，.. "憶をやったと8
の官僚"時の ~"fii舗と定常負荷での card 柄
。川柳tの企が恥加..m聞によヲτ小さ《
な9てし掌ヮているので""いかと思うので

す.ですから安明"であるMCllrdillc加t

似刈が増えてしまヮていて."ら〈 τとHう

の".. 働時"101況のm飢l，1i1:，変化自民だと思い
aすので.そのへんが必・しているのだろう
&魁い草す
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後陣先ほど瓜野4村t生が曾われた prcJoadのB組員

に関連して，貌々のと己ろで慢性肺..俗語...

盛などによるE防衛血!l'症の人にー般化烈索

(NO)i-吸入させて辺助負術4をすると週覇防樹

容備が網えることを阪湾していますので。商

いお血管低抗のため左寛への血漉の動員がう

ま〈いかずそれがlimitatiωnになっている

という状織は確かにあると思い$す しかし

それを運動負荷刷こEDPで貼ると.EfJP は
運動耐容催。a惑い人は早〈に上昇してしまう
わけです在盤鉱張末期容械で見ても も峻

僚が懇いので穂積はすでに大曾いわげです

Sλ 左室前負荷の動員を併で評価するか賦役
かなか織し〈て。 t相続なEDI'や容械の瑚加
でよいのかどうか，例えば心不全の催例に縮

機負拘をしたら peakVO置が伸びるかという

とそうでもないだろう と思いますし 続念的

には組働耐容能に前負何倍盛夏だろうと思う

のでずが，ぞれをどう証明切るか低俗かなか

緩しいところがあると思い志す。

男尊野井{隆良} ありがとうございました 伊東先生

に，.聞きしたかったのですが，心的散が卒

〈なヮてslowfillingをかせ11"量いJヒいう こ

とになると。 rHpidfi1lingでどれだOた〈さ
ん入れられるかという ζとが盆襲になりま

す RNAだと Yolurneのカープが出忠すの

で.rapid刷ling[rHctionのところがー喬良

いという成制はあるのでしょうか

伊家{蟻長) そのデータは大"先生が仰っていらヮ

しゃると思います

大宮今お訴にあったのは 闘で底部後， ，泊ling

fraction tいうことですが記憶では安紛時
とATとAT以降の3点でやったのですが

それで動魁が通ったように思います静しい

データは覚えていないのですが，確か ATJIiJ 

でC"'で煩い"はシA タインalflo自白い切
ヲてしaヲて AT後でほ仰びないというデ
ータだった，思います

麻野弁(庫長} これまでは 志望の鉱護機能

P同 loadの動員というものがどれだけでさる

かがcardiacoutput r四百刊に非常に大きい

というお話だったと思います。心干、全という

のは醐白いことに収備に吋切る rcservcは小

さいのですが，弛緩慢隠は改梼しゃヲいよう

ですその丘2留の弛鰻鶴自Eが隠宅墜されて〈る，

あるいは胤管の鉱袈8使館が隙沓されて〈るこ
ろから運動樹容能がさら広務ちて〈る""ぇ

られます しかし宋紛血管の問題は心臓の

陀la~ation が懇〈なるときとどれ〈らい時

"'.陶じくしているかわかりません.先ほど

の"話だとか従"科い時期から NO*介す

るconduClanceve凶.1の鉱袈能が務ちてく
るというお舗があったと患いますが。そちら

の陪うに話会巡めてい，たいと思います ジ

9レディだったと思いますが九 pcakVQ，が

】5ml/kjl/min以よある邑きに払下肢の.. 

動に土般の遜動を付加しても ~k VO，は噌

えないので1imitationIt cllrdillCである.と

ころが，それ以ドの伊包kVo，の人では下献

の逝働市上肢の遜動を加えると脚akvQ，tlf 

mえるので.Iin市山刷1は下般に移フている
というととを報告しています恐ら〈心不全

が進行してくると運動筋によって運動耐容能

IJ limi!されるようです道動筋の血管の軍

司.，迎動筋の"の製自民，代謝の炭素という方

向に行〈と思いますが，その点について少し

ダイスカνシMンを潜めたいと思います.
伊東{廠長} 卑ず商潮先生のタ タですが.nller 

1"聞の血管内皮傷能への修曹を巡動餅容能
t航ぴコ防て検討されていましたが，あのヂ
ータでそのへんのと ζろはいかがですか

禽瀬弘どものデータは心不全の忠翁さんでは~い

ので..うのかもしれません 血管鉱袈飽が運

動術界飽にb郎日系して凶るkいうことで。今

nitric oxideが紳常信昔話勉になっておりま

す.しかしとれを臨床的に野価するのは線し

いと思います では，どうやって行うのかと

いうと，先ほどご質問もいただいたのですが，

L-NMMAを使った策里親学的方訟で関与し

ているかどうかということを調べるしかない

ということは今までのことで，阿じ乎法を使

ヲて伺ow-rnedintedvasodi1ati仰と外国怯
のNUを使った:m長が臨床的に内皮検絡を
見ているのでほないかと思われます それも

L-NMMAで抑月制されるのですが完全には

抑制きれないので，日owmediat~ vasodila 

1;011む完全には内皮俊能あるいは nitric

oxideの麿生を反映しているたは思え敏いと

ころ，あります こういった limital附仰があ

って.運動耐容能に関係して〈る宋術血管の

拡張院のひとつの図子として NUが関与し
ていると場えていると泌い虫すが これをど

うやって証明するかということU鰍しいので

は伝いかと思います とれを文献的に保して



みると。今泉先生のとこるの彬告では確かL

-Nl¥1MAを使ヲていたと思いますがそれで

はあまり関与していないというヂ タだった

と思い志す，い〈っか動物~験等では関与し

ているデ タもありましたaにまだ巳旧n甘か
vCfsialであり，陶味的には雑しいということ

で私どもはたまたま intcrfcron陪-，時的に

は内皮機能を務とすのではないかということ

で調べてみて，心疾風もやJも"い方が，足の
鋭れや息切れといったものC溢外と運動耐容

能が務ちていで，どうしでだろうか主ずっ左

考えておりまして，あるとき文献を見てみる

とnitricoxideヵ"与している。 controver

slalであるという ζとで，プロットしてみた

ととろ nは10でしたが搾常に強い倒関があ

ったという ことです次の確認のスタディを

今やっているところです それでは心才企の

運動樹容飽はどうかといいまヲと 心不全に

おいてもインタ ロイキシ 1(JL-l)がよが

つでいるとかTNF-aが関与しているとい

うこともありますし，内皮検絡が審ちている

といろ報告もあります 私どもが使っている

方泌は臨床がJに内皮告提出と盲っていいかどう

治，，.艇はみる左思い..すが。こと 5，6年に

publishedされている clin陪:alぽ，d，の内皮

綾織の評価法としては欧米で除隠ぽスタン

グード化されているのではないかと理'"して

おります，特に表年のAHA等でも，私ども

と同じ方法で，よ腕劃脈の血管内皮で調べた

内皮機能が落ちている魁者は冠動脈疾患でイ

ベントが多かったという縦告もすでに出てお

りますし，冠動脈侠胞で運動療訟をやります

と，運動画世容能が上がったときに.u抱動脈の

河owl1lediated va筑>dilatio引が噌加するとい
ろ報告も出ております そういったこ Eこで。

何かしらの叫ricoxid巴が関与しているので

はないか左考えております

麻野井(座長) 普通に考えますと。先ほど前原先生

や竣:m先生のお献にもつながると思います
が，血管が結張しに〈いということは運動筋

に血流がサ分に行舎にくいζとになると思い

ます そうしたと盆 NOの減少に より'"乍

ductaoce ve鎚dが聞きにくいこ とが運動筋

へe川勉泌のどの〈らいを隙告しているのでし
ょうか迷動筋への血流降曹が，例えば10

%， 20 %と蕗ちているとすれば。そのf坊'"
r回以a旧日cvcssclの問題で何%が""
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duclance時包騎IQ) NOを介する問題Eなのか

が釦りた〈なるのですが，そういうことに関

する成舗はあるでしょうか

薦潮 先生のおっしゃられたようにプレチスモグラ

プィ ーとlIcetylchoJin.を使コて行うという

のが古典的な方法だと患います その方法だ

と醐帥ニA レーh ンして!しかも剖る

という ζとですが それはスタンダードでよ

ろしいk思います 胸囲のこの会でもヲ電波し

たのですが。私還はプνチスモ践で陪ありま

せんが。心機カテ F テル.，長，l'によ腕動脈に
刊。wwireを入れて acetylchollneを投与し。

血総量を測る ととにようで内皮楓能を判定し

ようとしています しかしこれが何%関与し

ているかということを調べるとなると，やは

り今泉先生がやられたような恩寄猪である L

-NMMA ~投与して何%値下したかという
ことを標定することが必要に"ると思いま

す とこるがこれは，酸化ストνスも槽えて
いるし内皮隈艇も務8ていると維定される心

不全の患者さんがこ L-NMMAを役与して溜

動負荷を箱行ずるこtになり.鎗理ltr:)t:J:こ左

もあるのでなかなかむずかしいと思います

が。いかがでしょうか

麻野弁(座長) どなたか，このくらい附与している

んだといろ成艇を符うている方はいらっし中

いますか

高浦 ー白む，論文で剣ぺた範捌では.スライドでお

示ししました Di~u 先生迭の報告では， ハン

ドグリップですが，健衛の方で約印%関与す

るkいうヂータは川でいたと思います

麻野弁(康長) そういう血管拡磁能的陣容があっ

て，運動筋への血涜を障害するというと色で

すが血流のd刈 ributIon陣容が醤大倉〈

出てくるのは，中等度なのか，もう少し強い

速動4誌のか!そのへんについてもうー度コメ

ントをいただ砂ればと思います 前原先生，

"航いします

前原 今のお言語に関係するのですが，私どもはヲッ

トに L-NAMEを投与した後に水泳運動を

させたというデータを持勺ているのですがV

L-NAMEをやると肌圧が上がって刊 wが

減りまず ですから血管肱収縮するのです

が運動をしますと血管鑑抗減少のパターン

は下駄舎はいているだげで金〈変わらないの

ですすなわちm由民licv"，;odilationによ

る血管の捌き具合は保たれていて会〈君主むら
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ないと言えますただい fioll'の絶対鋭"減

り虫すので L-NAMEはω山 .cise hYP"r~ 

m"を確かに減勺しまヲ 弘どもが見ている
のは心錨出置の槽カU陣ということですので。

これは恐ぅ〈代渇叫倫明 V輔副の陪ラの隊

鴇では伝いかと叫い虫ず今のご質問に腐り

ますが，私どもは A1までの血管醤坑の減少

k そ乙から先のm"までの血符抵抗の減
少を見て'"ますが遜動耐容艇の温いによ

らずに。 A1から先はあまり変わり，せん

AT ~でに楚があるようです。ですから， A1 

以下の刷管の鉱張複序はA1以よと"異な

っている可能性があり A1以下での血管悠

襲被序が主に巡っているのではないかと考え

ております

漉辺司包もそのように胤い虫す 私遣が見ているの

M 下肢の建動IJ:，漸婚負荷と定常負荷ω両
方をやっているのですが，漸榊負荷でも定常

負荷でも比般的早期に SVO，U::下がって。そ

の後あ阜り下が;;1:，いか，あるいは人によヲ

ては，これU小泊先生のデータでもそうです

が，逆に少し羽上昇してしまいます したが

って胤流の骨脇筋への帯分布，下肢の中での

再分布という形で考えるとω そ九は比岐炉運

動の早聞で完成するというか。 一割島民いdi烏

tributionになって。その後はあまり変わらな

いか，かえって nUlriti~噌向。w としては樫〈

なヲてしまうと思います ト肢血務，gのほう
も比鍛刑遜動早期， Alの前でパ ツと捕え
るのでヲが そのまま頭打ちに低なっていな

〈て，グヲグヲと最後のほうまで噌えてい〈

というパターンです。体喰索個略取獄が滑えつ

づけるのは.脅絡簡の自慢鍬星野取かむ見ると，

後半はほとんどプラト-1:.のですが，血流"

が徐々に網えてい〈ので儀費"陣取が非常に"

通しているから血概盆が少し榊えると VO，

としては両院線的に瑚えてい〈というかたちで

I手伝いかと思います

鹿野井{艦長} 今の"話だと，中等度あたりまでの

血管拡張絡が遍動筋へのd副都に火事しそζ

でどの〈らい下がるかが""だということで

すね允ほど渡辺先生守安遺先生bおゥしゃ
いましたが比銭的縫いととろで効山てくる

息たは修い心不全， itri辺先生の烏合は心不全
の"い状況でゐそういうこkが起こっている

ようでt.NOの.".は中等度や続い巡動と
いうところでも すでに大き〈関与している

と考えてもよろしいでしょうか

安溜私はそのようにZ与えております文献的に運

動中にも NOが関係していると主録してい
る人遣もいるのです念さらや'"安静碕の

bRSIIIなvasodi¥at剛しむフ少し侵いレペル

での遡動負荷，そのころの血管拡銀総に関与

しているので1::>:.:いかと思います
麻野弁{縦民〉 なぜそういうことをお聞きしたかと

いいますと 盛らくa医大に運動したときとい
うの隠運動筋血管は収縮して〈るだろう，~

われます 1:.体以運動中吻nIUl:をドげるわけ

にUいかないので.ある程度以よ強い運動に

伝ってきますと 非3躍動閣だげでなく運動筋

そのものも血管官民錨を制こして血圧を下げま

いとします それによヲて週劃筋同嫌気候代

謝がひどく伝って巡励が中止され推す強い

退勤で"血lE維持の生体IIJ仰が働いてしまう
ので。むしろ中等度。程症のと Zろで.先ほ

どの NOや血管鉱~能の問題が大き〈みえ

て〈るのではないかと思って何泊ました 遍

駒筋血"..恐ら〈心収縮能が讃〈な。で，延

期的削ま血管怒張紙定;Ui張健が鱒脅され
低下して〈ると脅えられます ζれにより湛

動制限が続〈と運動筋の m~s.~，筋肉の鍾あ

るいは代謝という閥廟が幽てくると思いま

す 先まど細川先生にお聞喝しなかったのr
r帆先生のお示しに生った心筋の代裁の婦
"というものが幽て〈る時閉は大体どのあた

りになるでしょうか もう一度お聞かせ腰え

ますか

細川安併時ですと，経症のグルプA(NYIMI 

と11)1;1，ほほ正常と閃じよう"平均値を示し

て"り.すむろん伺別にとると，NYHAク

ラス Iより bクラスIlのほうが。 kmonQ.す

なわら厳罰医代謝が卜がりますので。調断次減少

する傾向なのですが，平負債だけ脅正常の

J¥omlal control 0) f'ータと比べると変わり

ません，したがって，少な〈とも NYHAの後

半以降すなわち C I~錨 111. IVとなって初めて，
安静紛での心筋限議代剰が鍋常となって〈る

ことがわかりまヲ Dのbutaminc負荷を加え

ると，この境界がもっとクリアカッ トに仕っ

て，このことが虚血のviabi1ityを調べるデー
タと同線生のでヲが.NYHA I 1:.11の登が
ほヲきりと区別でtきるというヂータに在ヮて

おります

麻野芥(座後} 先生の宵われる心筋の代謝異質憶とい



うものが不全心の重症度のひとつのマーカ

ーで凶あると'"いますが，そ""心姐'"盤の

制限弾闘と.0ているという首候的なデータ
""示しに匂らなかったと思い.す.関迎伎

はあるという ζとですが，例えば遍置胸囲曜の

F.Fなどとはいかがでしaうか

細川島臥>Iam陶負荷"でF.Fは kがるのです

が，繭先生nご作じの巡り F.Fがol，ltpulその
むのではありませんので.EFだ"とは胃え

ぞまいと思い草 ずが。"々のヂ】タから考えま

すと。巳刈ernalworkより也Uしろそれ以外

に心不金位よるエネルギーの減少が彫・.

..ほして。謝動耐容健全低下させているので

U信いかと思いaす といいますの1;1;， 1例
n""tc例""加tnm，ne負荷時N，.・，.あげ
て示したように.比絞灼安"時U高値を示し

ているιしかし""加lamine負荷時でωt側 t

がそれ"りによがヮているはず伝のに..." 

代謝はあまり上がってこ必い こういヲた催

例刊えてい〈と.extem品"ω"柑 J御し
ていると場えるよりも0しろ，ぞれ以外の剣

図のほうが修"が大倉いので俗伝いかと思い.， 
廊"弁{腐長} 先ほどrell1xat・0仰の障を，.鉱唱傾向患の
隙容が'"仰'"館仰eに効いて〈るようだ

という.楯があて3たと思い.すが。先生の胃

bnる心筋代謝の.."が，向か"....の州様
と

個川 さすがにそζ阜でU調ぺて11'}t健ん
鷹野#，血Eを} 越動筋のjtit! む筋の代謝鍋需は.
る制度...沈降望書が後〈と忽ζ ，て〈ると悠

..され捜すが。仲凶先生に.聞きしたいので

すが先生は先ほど血塊はまだ務らてい伝い

りれど。測動員方同代謝のほうがすでに鱒縛さ

れていること.誕きれたk思いま"1".~自動筋

へのlIlllll.1たは曲管鉱働能が.だ陣司惨され

ないう角から.1型動筋の代謝の興需""ζっ
て8ている邑智えてよろしいでしょうか

沖図 それbひとつめると思います血認がそね陪
ピ落ちてい盆い際関臥心干金の也症のt鎖骨で，

心不全と穆断されて也実制叫U制"噂がどん

どん渇んで完成してい<tいう妥当"か信9

大きいと思い$すので.その劃索らあると思

います た1!..血複が優併:!l(Jに不足してきて

それι"ラて骨格筋が変化して'"ヒいう里臣
賞席もbうひとつだと.0い棄す 夜々は骨絡筋
が問題だという ζとを強調したわりですが，
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出胞を測る手段が，プν".で断蘭的民し
か測lL'...いということで 断蘭的に訓る邑

同じ〈らい浪れているわ"ですが。そこに量

る過僚がgぃ司自臨憶も.0τ.血況が金<.
関係f，!tいうこ'"考えてU9:l1tん隠妙

t.tll.が塵〈なって 骨精筋がそれに鯵ヲて
変化して〈るという可自信T舎が十分あると思い

まヲ ただ，大多数では不足による"""

diti'mi唱の温行が火曾いので』左右いかと考

えます

麻島弁{座長} 先"ど先処U巡航筋の...'"怖化す

るために，断商例で綱うて調ぺておられ宣し

たぬ筋肉の"が添ってい伝い人でも，すで

にそういう依拠.艦とっているのでしょう

命、

沖闘 厳令ているか減ヮていないか..ずラと般質

していれば分るのかもしれま位んが

鹿野持(虚貝} 筋肉燥があ，-9M.，てい怠いλで
，. ，でにそういう現象は見られるのでしょ

うか.

3字国 本〈ても代謝だり慰いということ"あり.

ヲ
鹿野斧(路民} ぞうすると IWi;lIl)拡傑慢の陣智.
るい11m¥慢に.のm向"が紙ヲて〈る前から，

もちろん"艇になれば依るほど空白いと単い阜

すが。すでに鮪.うている"'''であると班解

してよろしいでしaうか
l+fB その興業"あると，'ð!.~'ます。
熊野弁(艇*' 友電の鉱袈"'が隙沓.れ.血管!I'偏

能が隊省されるころ.めるいはそれ以附から

Pでに代謝の調官もそろそろ約まq て倉てい
ると勾えてよろしいでしaうか鉱夜能主代
謝の問題がbから伝か 3たので.itた今度ぜ
ひ歓えていただきたいと単凶ます

沖図 心雌が警〈会って.，島大に縄開する心闘の伐

耳慣能力 b蘇"るかも しれないし。~I!'11位4傾
向陸最大血管鉱誕反応信どむ..毎るかもし此

ませんが。 ~I'; <ぞれが単いのでは信しそ

れはただの術開であヲて..かいとミろの禽

..が怒〈なヲてら Zっとした週動のときや.

u先生む冨われたように本自に初闘のとき
蜘らそういう bのが効いていて。そういう b

のに慣らされていヲて。骨格筋Ml:bヮてい
〈という要調憶が.るのではないかと魁い志

す。

麻野井{使役} 磁侠附に遡動筋肉の"がそれで減つ

て.atro帥yがきてしまうということが大台
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< .省審舗めて〈る これが般大運動鑑カの
大ーな断固随硬闘になって，そこでた"心a
の聞樗"ーがむし感ヲていても，運動がで8

4旨いということにtl:~!:思いますが後雌先

生，筋肉の..どの閃...ついて何かヨメ y

与がございましたらどうぞ

後a・ 稜々のkころで鱗膚... 溜ると視軍需に強力伝
総定尉子なのです もちろん筋肉の急が多い

筋骨随々とした人M心伯尚盈が多いのは自燃

ですがI 心不全になると二次的に筋勾鼠が落

ちて<dtいうこともあるので，やはり筋肉

のSというのU無償でき信いフアクターだろ

うと思い傘す

;¥;I:ll:，'からのヂ'"カヲシaンを聞いてい

て 】体，，1m凶""訟原凶ほ鰐かという ζと

が.. 要だ，..じ.す先惚ど先生が胃bれた

ように 本当に骨精筋へ行〈臥調院が不足する

4まどの内lIi・催の層化がW可~'"に組こる
のかどうかということです 心不全の人.調

ぺてみたら.運動耐容能も内皮領飽もた.た

.-紺に稽ちているということかもしれ怠ぜ

ん 幽a師。係がどちらからどちらへ向かって
いるのかということが愈繋で。 筋肉の皐や賓

の附聞についても，館肉のItが罰事ちているか

ら筋肉ポンプが十分働かず心臓への.~

陀"mがう"いかないのか，それとも<0・
が十分幽..いから筋肉がatroph慌に.る

のか，ど.らが飯山唱でど色らが節操かわから

.いというのが現双で悼会いかと魁いまヲ

麻野井【農民IbOがとうございました なか舎か
思しいとは思い卑す".窓臼録制に伊東免!t

がおヲし@ヲたように.いろいろ網定医予は

わかヲて曹たのですが，その組定凶子が心不

全のど0川崎期に，理院のどのレベルで観いて

〈るのか これがある程度わかれば どの時

期のむ不全にはどういうとニろを紘めた均い

いのか麺動量.唱すにはどこを改穫したら

いいかがわかって〈るk思います録後にシ

シポジクムの先生方区-~ずつ.ご自分が"

aきれた内曾に関悔して，この7Tタタ " 
心不全のこういう&ころで大事ではないかと

いうこ止を，製在実際医成績は仕いかbしれ
傘せんa九時制叫"聞も含めてで縮織ですの
で.ー胃ずつ'7しゃヲていただけたらと思
います

安建 NitricQxldeは9常に.. 裂な窓越.神ヮてい
ること!:tI!i' ~んご存じだと思い草す ζJt.l.1: 

心不全のときに低下するのですがI ねrみの
実舗で，;0間運動..援をさ@ると“NOSの
開沼陸時四 RNAが槽加するζとObかヲて
おりaして 血管の開削削除 gがU¥fJてき
てしまヲたよう...者きんでも.nitrieo髭凶胞

の分泌を鋼聞やして血管鉱援胸....やすことが

できるtいうこと&わか9ておりますので，

週動a路のと舎に nUricoxi¥k反応性を見
て。週動..訟の初期の効畿として.10"ョて8
て。それで島容さんのn畑 tivatlonにも結び

付げるζとができるのではないかと思9てむ

り注すそういうことで.nitrlc oxid<: l.t排傭
に初聞か6動〈図子で。刻前期の乙ろには慰〈

借っているのですが。餓.，に事〈借り始のた

かなtいうとζろで使えるバラ〆ーターなの

ではないか"!lいます

省調・ aも録近内~.純.やヲているのですが，む

不全に関しては災降にはあ.りや勺ていませ

ん.今のお話のように nitrleoxJdc:というも

のは運動耐震法専も含めて勢需に劇与して〈る

ものだと思いaす 蹴胸拠"だといろんなこ
とがで怠るので'が白臨床の織でどのよう.

役割を来たしており，どのようにそれを鑑明

するのかということは狩需に躯しいと思うの

です例えば遭動疲訟をやった前後のfIO.

m伺iQtω切切dilatiOl'1*"測ってみる&か.あ

るいは I.-NMMAt'1lt!ったbので健常<.ァ
ルギニンのよう.NOを相やすものe倹与
してみて改著するかどうか主い勺たスタヂ4

.今後払白身もやヲてみたいと思ってお，.

，し やって証明する価値はあるのでは盆い

かと替えており.す ACE付巾 bitortいう
むのも内皮複能金改脅して越動耐'智雄也氏〈

するのではないかと考えており忠す

細川 心筋倣紫代..に関してですが鉱後型心筋症

の血者きんでEFも排需に謝<.LV dimen ・onb鼻曾に火きな泊者舎んでも k_  
の値が比般的保たれている血容さんがMられ

ます ζのような方の NYHAのクラスを調

べると.タラス，， <らいに僚た，もていaして
比般的元気に魯れてい息す!このような1m.
今後のこξを脅えま普，.ダイスユ-;U:な
らぬようリハピリテーシRシ...倒的に遭ぬ

でいったら良い匙唱えておりますそれから，

これM直後遺動耐容飽とほ関係ないことです

が。心，，~と k mnnnに閉してのスタダィ b

-舗に述べさせていただき傘した。k""'''0 



す((1)，奇心."臨調健"剥が非常&ニ低下している

邸智きんに闘しτは近い将来心事放を必こ
す可能性が筒い&場えられ$すので フ，ロ

ーアヲプl.;ttt:l.l深〈行b伝砂ればいり敏いと
考えてJJ9 :lす。

後・ "'''ど'1'し.したように.よ(j，から乞いと
いうのが正面復信とζるなのですが，閑人的に

は副慣がprimaryでhろうと思いますとい

いますのは.重出の心不全で食欲も金〈信〈

."た人lζ補助人工u臓 (LVAS)を付砂ると

ヲぐに食欲が幽て〈るのです なかなかNO
で"そζ.でいかないだろうと継います た
だし.心.移.，壱漫々のところでやヲた人の

リハビリbtJ?たのですがゐ車会取り縛え

ても温劃耐管飽I.;lj['/l(化しません.ですから，

や"り心at:Jl.:Wtの闘方が..，密であるという
こkです そういう怠鎌では心不全に対，る

， .. 動隊援の'"''しτ内~，.飽を改格さぜる
こと.心不全の約僚のひkつのタ ゲットに

するというのも非常に漕畿の大きいこ邑では

必いかとlIl?て幻り掌す

前原私ピ.が見ているの".あるヒストリ を符

oた心不全の ある時点での運動という急怯

反IM.-.liI.ている心"です逮鋤倒鮒後の初期
反応である"定散も来術血管低艇の聞き具合

に依存しているというグータ.....ヲておりま

ずですから..，鋤の騒いところから岡市.. 

で心的幽...蜘仮/t#J;企業総血管偲抗に依存し

ているという ζとに.，.す。骨.. 筋血管の

""同町j':f.;t企ての.のの...，としての.，，，.

処ているので目NOも.cylokioo b. rad嗣 B
也閲悼するでしaうが骨機筋胤智吻能被伶
...脅す"ぱ耐容飽は良〈なるので"ないか

"号えらtUず

漉辺 ft，Il骨格筋の自由*，，，.という見方から併約筋
の関与.米術凶予の関与を場えております

今まで"1鷲渇kや商いνベルの溜鋤?心・鑑
が，，，，.人と心偲能低下例でU 心.随依下

関のほうが血楓が少.いので俊毒自略取U克濁

して".吸困....分慌が下がると冨われてい.

したそれは布製4訟のですが A'I以下の運動

で憾会〈避で.週働耐容能が惨い人のほうが

"飛をとら'"なってし念。ている したが

ヮて，曲械の偲下にらょうど符号ずるよう.

かたらで作的筋が…鰍に血があまりヨ除名旨いの

であ"ぱ，般機会使わ往いようにしてねこう

かという絹じに盆っているように思えて.そ

心帰 Vωお凱JP凡 2 (2001) 55 

仇""曾例でもそうでヲし.それが心不全の

領域に入ってbそのSまaいているのではな
いかと履じて幻りますI'h"に111 decon. 

dilioningと金〈同ーでIHtいという鰻告も

い〈っか尚ているようですs・'.その延長銀上
位あるよう伝畷じを安"ており$す心峨飽

が非微に惑いのに元気な人の近総舛織のグ

タ.見る'..度予債復調院が""'に)til臨していて
痛い ATを態"しているのですが..ッいっ

た7ちが入院してしまうと烈綿密〈借るという
ような，知らないと良いりれピ心加が慰いと

知 3てしまうと血鴨"張緩む骨術院削機利m
"J<盆るというζ..めるので以往いかと
考えております。

沖図 .. の勾えを述ぺさぜていただき.す，.併.k

vo，を術得にすると，それに繍い側首舗がある
と報告された指侮".骨物筋の倹慣骨繍筋

代副呼吸指侃呼吸勝代首札"のdilf幽凶

ですで多から，結局開3kVO.f錨僚にする

限りはそういったものが大虐〈関越して〈る

のだと思い注す機際10:C~吋 acoulpu!が甑

打ちに信勺ているヂータtllJとんど出ていな

いわ付ですから，通動'Tに大"膨轡してい
るのU心横飽では伝〈呼吸筋と骨柿筋だと思

います そういったとこるが強〈なる術館.

D"ずるの伝 ナチ，.ル信心偏の値能が"
'しているのだと思い.す怠の解駅でほ，

鉱碩能や腕に餅んだ州側が題動制書館左側関

するといラのは，心峨IlI.;lat-介しτ.. 幡し
ているのでl.;t~いか ACF.1ll ~ J障で'"ト
"封切3が良〈なると.その分"0，が改得する
という銀告もありますし，呼犠..を介して"

・しているので憾ないかと思勺て"り皇す

ヨ区殴的には拠点 VO，というlItl:lHるた絹舎
に ， 呼'"筋の VO，が 1~30%ぐらいめりま

すので......のことを脅えるふ悌唱kVO.t-

..動耐務自伝の締罰にした織合'"附筋カい 喬

メインであ 3て その脱帽.衰えると<.欄飽

ゃいろん仕ものの..要憶が~.彫りにむるの

で肱盆いかと思います

."'nuti.:!ll ありがとうございました。呼吸筋の
同周は今~nll :lせんでしたが. とてむ大樹阪で

"ないかとIIIぃ.す載もグンペルで膨均ト
νーニングを 1退聞に3陶ぐらいや9てい卑
ず.筋力が強〈なって.だいぶパワーが付い

ただろうと思って，口町棋円に犬と定るのです

が.乗るとすぐに息が切れて8ます 前耐
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5-10分の筋力トν』ニング"呼吸筒を締
えていないのです呼吸筋疲労で慣を錫めら

れて息切れしてしまう kいうことです。時糧法

筋と心筋と運動筋の3つをちゃんと罵聾して

やヲていかない主 運動能力隊伸びないとい

うこと .. きをもって鐙じています 最後に伊

離先生。..めていただ付ますか

伊東{院長) 本自の翫題によら伝かったもののひと

つ"舛呼嚇，つま勿鵬や機気の附闘が上り.

せんでした.そ，るからもうひとつはit~受容

体の訴が'"てM"ぜんが鎗近のいろいろ
な韻砲の中で選動自腕限因子というのは，ほほ

，"尽〈したのだろうk思いますι 後畷先生が

おっしゃるように，こういったbのがどの時
点でどのように，どういうg;.J!I!s!J凶鍵凶協を

もって効いてきているのかということを明械

にするということが，今後"心不全治..にと

って非常に盆硬な鍋田鶴tion寄与えて〈れ

るのでは伝いかと思い虫ず 事い伝ことにと

いいますか。本闘のお訴を伺ヲてい旗しても

ATνベル以下の中毒事度の運動強度までは血

管"ヨR能はか.り効いているのではないかと
お与えの先生が多いようですし.弘もそう思

いま場 策際に 2週間阻E貨の~縦揺の巡動.. 

訟をやりますと，一ー香大容〈動〈パラメ タ

ーというのU磁調障担聴取~の3立ちよが り時定敏

(.....) ~訟のですぞれ'"凶hysmograph で見

ても血'1nt:~侵飽と榔曾にきれい.，陣聞があり

ますので，そういう窓昧では血管他自民備は非

常に逝"..援が有効タタ ゲットになり得

る 陶管鉱磁能.改善脅することによって.，最

大沼動能"上げられないかもしれ偉いりれ

ど."しろ抱脅さんにと。て...，なAH改
梼ずる つまり中轡皮のZ躍動がより高いνぺ
ルでできるということのほうがQOLを上げ

る上では重要ですので運動生理学的検おを行

うことは心不全の給自信にと9てとても.."だ

と思いf:j". :H;.濯動というbのを心不全
の地磁手段のひとつとしてむ考えてい付るこ

k告示唆して〈れるのではないかと"いま

す 本日ほどうもありが乞うございました
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た羽合t 感/11:91%。特異Ir81 %で""1可憾であった

{陶2l

s喝破
本研究では，巡動終点時のSH降下度院副，，，.で同
等でt>1J.ST低下度での区別は図簸でおヲた -'}j，

遺書倉終了後回復早期から後期にか砂てのSTslope儲

の変化は2静で相反する変化e示し.回復早期から後
期にかりて;，吋，，... が減少するのを心筋虚血偽間

性例とした"合，属鹿91%. t:I調度 81%で鑑別可能
で~，た.心筋虚血の判定に回復mの弓T slope jgが

布捌であるとの催告はあるが円今回のように自復期

のST蜘閃鱒の騨河的変化に着目した冊究はない

偽陽性例において STslope値が歳少する10'糾ま不明

であるが，今固め結巣から STslope値の変動を許備

すること協偽陽伎例区別に有mであると考えられた.

s文献。RibislPM. ct叫ん19:iog:raphicPa山 msan.d 
$everc Coronary Artery f)isea抱 Arc/lllllern 
Med 1992: 152: 1618-1621 

2) G叫dschlagerN. et al : Treadmill stre!麹lestsas 

indic訓orsol例代渇cnccand S(:vcrity of coronary 

artery diseaso巴 A""alsd/ bll(!.咽 IMedicill(! 

"花節 277-2悩

J)下村克朗.ほか運動負衡のlalerecovcry phase 

にみる ST変弘，.. ，沼学 1983:12: 133-135 
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摂食による冠動脈血流速度の変化

荷電図および冠動脈ソネ MRAを用いた倹討

富島等・ 野村筒弘・ 濁岡室戸・森下智文・ 名凶符突・

岩槻省三・ 凶角彰良・ 斎雌議・ 大木娯・

伊東進・ 原幽雑*... 西谷弘・・，l'腿 11'"

a提唱国曜舞作は食事療取か暗号!と会ることがあ，.機
食による臨侮内臓の胤誕の榊加にと bなう心筋''''の
低下が製凶同っと報告されている州。今回，冠動脈

有意狭稲例を対象として，食事前後に1mる冠動脈刷
梶漣披形.測定し。"食と食後後心魁発作との風速伎

について検討レた

s 対象および方議
."お側6例(Nn:J)および遜動脈遣制臨検をにて 90%
以上"桁窓検唱を有する副院血性心疾iJJ'例(111)DJ 

について験it~ した .00キロカロリーの食事筏取前後
に必いて心知数，血圧.Wl出動および遜動脈血漉，.. 史

形の変化を求めた

問題動は。押司UHニプロ開電'"を周いて， 聞の稲
動電位.潤定して評価した よ腹憾に'1吋"'"極を合"
5電極.'"留して務定した 凶電凶の僻街陥パーソナ

ルコンピAータ(Windows98)を細いて，ユプロ胃電

齢専刷ソフトクエアにより25'ポイントの解析区間で
周波敏解"を行ヲた解続周波紋U:2.lcycle/min

(cpm)-6.0cpm でn~， . 食事前後の胤''''とそのピ
ータパワー似を求めた

"動脈血浪速桜形は， GI!:祉製Sigr陥 Ilori?on

(Ver5.4， 1.5T)装置により.心電閃閥期下，息止め

下で冠動脈シネ MRA(m旧民間tic resonance angio 

graphy}を撮像した潤定シ タエンxは，飽限決めに

Segmented fa>:lt GEである FASTCARD吾朗いて左
右の冠動制を鋪lIJし 根遺測定の横断凶を設定した。

決迎澗定は民gmentedpc法である FCARDPC放を

徳島大学隆容...内終

岡 敏射線終

同 符集家.

内"ト即録制叩'"叩

周いた 窓劃脈血旅巡艇は.怒動脈'>1ピクセルの関

心儀援を設定し 測定した巡動脈風波溜波形より銭高

山流速度を求めた制

s結集
図 1にN群およびIHD鮮において食事前後の心街

敏および血圧を比厳したむ拍数I:.NDtjよぴlIlll，;r: 

ともに，食感捕に比して初溜に幡加したが，関係閣に

有"盆はみられなか勺た 収敏則血圧.よぴ鉱裂"'~
..は食事続殺による省軍音信変動"みられなかヲた

関2仏 N"およびIIIDDにお砂る食事前後の凶崎
中カテコラミンの徒動.示した ノルアドレヲリンは

食事侵取により関"ともに省君主に制加したが，両務咽

に有怠差はみられ旨かヲた アドνナリン"食事前後
で有意な夜勤"みられなか?t~ . rーパミンは食事綱
にN併に比して1110"で有意に.. 加していたが，食後
に"同協附にぜ'"盆陪みられ4旨かった

凶'"鍵常例制および窓動脈に有怠銀司"を有する

例仰の将司区図および周蔵倣解柄の災例をf示した両総

例ともに食事鋳取後に開制監闘の..舗は憎大した 周波

叡解併でゐ domina川周波数を3サイクル/分付近に

ピ タ唱をもっ同窓罰ピ タパワー値は食後噌加してい

た。箇4にN群および1110 IJ;におりる食事前後の開電

図ピークパワ目制を比航した食捕に比して，食後30
分および食後50分の胃電図ピークパワー値は有志に

構加していたが，関騨聞に有窟釜はみられ仕かった

園5陪，随判官例(外および冠動脈に有怠狭..を有する

例仰の冠動脈シネ MRAによる協動脈血琉迎波形告

示すー健傭例の員誕動W抽施遮波形は食前""ぴ食後2と
もに鉱3長期優位の2鱒性のパタ四〆を示し。食前の般
大血浪浪度は 22cl1ゾ~で. 食後 27cm/笠宮と血温速

l症の低下はみられ密かヮた。しかし，冠動蝋に有意後

穆を有する例の冠動鮮血流遮主主形は...曾例にみられ
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bpm .. '"サ合倣 mmHg -6!.繍湖血II mmHg .. 穫期血II
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70 

• I 70 I 1 
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倉踊 食後 会前 会後 食前 食後

ON"  .'HO群 事p<目日E

国 ， N瞬およザ"P韓にお吋畠食事前置の心抽阻およU血圧の比騒
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ml2 NtおよびIRDtに釘ける食寧前後の血嶋中殉テコラミ Jの変動
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る鉱盛."匝位の2録性のパターンが刷れ，収納期優位
白血流遺言度R換を研していた 線大陶磁越度肱，食前U
2~ cm/躍でお叫が。食後It11cm/sec.1で降下し
Zいた

闘611.NDtJよぴ川U憾にお"る食場前後に創妙

るA最大血涜2・"の変動会比"した 食揃健闘開周に有
志差"みられなかヲたが，食後11.IHO騰で街"区均院

大血流巡"の低下がみられた

s勾寝
食後錬心霞の鎗!l.!.1I:f!:としては，餅食後の摘化管"

動冗逝による内臓血慌の網"と伴う'L.'Mの血行力鎖的
負荷の.. 大ゃ.綱化管からの反射による窓血管の収縮

による心筋への破損隠供給の減少等が鍬告されてい

るaL今回の検針では岐食前後の忽動脈血概波浪修と
腎沼動との関連性について活動脈シネ MRAおよび

関電図.用いて検討した

同調E困の検討では侵食により胃還駒のJt:過がみら
れ，健'"例と決心恒例"に，その運動先送には相通

がみられなかヲた。沼....シキ MRAの験討で..沼

臥..に有'"突事の認められる盤側で".自動脈血波予

備能。3低下のため.侵食後の内脳血11の峨加による心

・債の刷行力学的負荷の増大に対処しきれず竃動脈血

浪泊四位の低Fがみられ.む筋の"$供給の低下がもた
らされている可能推が示唆きれた.

食後欲心起玖舟生組制詐としてはI 他に食*による血

液の刺榊綴聞性の冗述。出削醐般の楢加による ト

ロシボキザシの滋健，血IJ'-1!iの縦続~.. 脱俗されてお
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禽復調FEEE会
図 4 N IU，，t:ぴIHDDにS引?る食夢前
畿の胃電淘ピークパワー舗の比較

り')tJ"，消化管運動の光避による膨響のみを山元約に

とらえることはできないが.冠動訴血施適度の低下も

重要な堅固のーっとヨ与えられた

s鮪爾
食事による間道動の充過に仲川冠動脈血祝遡度は

健傭測では変化をみとめないが，冠動脈に有意侠湘を

認める総例で硲有怠に低下し，食後の心筋.. 凧と開運

動との関連慢が示唆された
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